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（２） （協）千葉電 設協会だより

ご 挨 拶

千葉市長 鶴 岡 啓 一

この度、 協同組合千葉電設協会には、 会報 「千葉電設協会 だより」 第１９号が発刊さ

れ ま し た こ と、 心か ら お 喜 び 申 し あ げ ま す。

皆様方には、 日頃より、 好地理事長さんを先頭に一致協力され、 業界の発展に努め

ら れ てお り ま す とと も に、 市 民 生 活 の 向 上 並 び に 市政 発 展 の た め、 多 大 な る ご 理 解・

ご協 力 を 賜っ てお り ま す こ と、 心 か ら 敬 意 と感 謝 の 意を 表 す る 次 第 で あ り ま す。

さ て、 本 市 は、 人 口９１万 人 を 擁 す る 政 令 指 定 都 市 と して、 着 実 な 発 展 を 続 け てお り

ま す が、 現 在、 急 速 な 少 子 ・ 高 齢 化 や 国 際 化 の 進 展、 経 済 構 造 の 変 化 な
ど に 伴 い、

あらゆる 分野で変革が進む中、 これまで以上に 自主性・自立性を高めた、 個 性的で魅

力ある都 市づくりが求められてお ります。

そ こで、 私は、
「市 民 福 祉 の 一 層 の 向 上」 と 「市 域 の 均衡 あ る 発 展」 を目 指 し、 ４ 年

次 目 とな る 「新 ５ か 年 計 画」 を 着 実 に推 進 す る な ど、 ソ フ ト ・ ハ ー ド のバ ラ ンス の 取

れ た 施策 の 展開 を 図 り、 お 子さ ん か ら高 齢 者 の 方 々 ま で、 ９１万 市 民 全て の 皆 様方 が、

将 来に わ た っ て、 安 全 で 安 心 して、 いき い き と 暮 らせ る まち づく り に 全力 で 取り 組 ん

でい る と ころ で あ り ま す。

特 に、 「環 境 問 題 への 対 応」、
「少 子 化 対 策」、

「高 齢社 会 へ の 対 応」、
「都 市 イ メ ー ジの

確 立」、 「地 域 経 済 の 活 性 化」、
「都 市再 生 の 取 り 組 み」、 そ し て、 「情報 化 の 推 進」 を 引

き続 き 重 点 的 に 取 り 組 む７ 分 野 と 位 置 付 け、 各 種 事 業 の 充実 ・ 推進 を 図 っ て お り ま す。



（協）千葉電設協会だより （３）

また、 公共建築の整備につ きましては、 時代の変化と 多様化する市民ニーズに 的確

に 対 応 し、 調 和 の と れ た 施 設 整 備 を効 果 的 ・効 率的 に 行 う とと も に、 ハ ー トビ ル 法 に

基 づく施 設づく り やバリア フリ ー 化の促進な ど、 高齢者や 障害者 を含めた、 全て の

方々の利用に配慮した公共建築の整備を進 めて いるところであります。

こ の よ う な 中、 皆 様 方 には、 日 頃よ り、 建築 電 気 設 備 の 高 度 化 等 に、 迅 速か つ 的確

に対応すべく、 工事情報の電子化や、 時代 に即した技術 の研鐙・施工能力の向上に努

め ら れる な ど、 様
々 な 課 題 に 積 極 的 に 取り 組 ま れて お り ま す こ と、 誠 に 心 強く 存 じて

い る 次 第 で あ り ま す。

皆様方の業界を取り巻く 環境も、 厳しい経済状況の中で、 大変なご苦労があろ うか

と 存 じま す が、
どう か、 皆 様 方 に は、 さ ら に 一 致協 力 さ れ、 業 界 の 発 展 に 努 め ら れ ま

す と と も に、 市 政 に 対 し ま し て も、 一 層 の
ご支 援 ・ ご 協 力 を 賜 り ま す よ う、 心 か ら

お 願い 申 しあ げ る 次 第 で あ り ま す。

おわりに、 協 同組合千葉電設協会の今後 ますますの ご発展と会員皆様方のご健 勝・

ご 活 躍を お 祈 り い た しま し て、 ご挨 拶 と い た し ま す。



（４） （協）千葉電設協会だより

茶 の 湯

千葉市都市局建築部 部長 大 塚 良 一

一般に 茶道と聞く と堅苦 しいもので、 女性の花嫁 修 業のひとつ と思わ れて いる。

確かに礼儀作法を身に付ける こと に役立つことは事実です。

お 茶 を学 ぶ と は。 こ の こ とを 考 えて み ま す と、 私 たち が ほ か の 何か を 学 ん だ こ とを

思 い 返 っ て 見 て く だ さ い。 学 ぶ 心 は 素 直 な 気 持 ち で あ り、 心 を と き め か し、 ま た、

心を 豊 か に し て ゆ き ま す。 この こ と が大 事 な こ と だと 思 い ま す。

さ て、 私 が 茶 の 湯 に 興 味 を もっ た のは 大 学 生 の 時 で し た。 専 攻 は 建築 学、 当 然、 科

目の中 に建築史や建築美術があり、 そこで茶室 とは何かという疑問か ら始まりま した。

茶室 とは申すまで もなく、 お茶 をたてるための部屋、 茶道の様式を備 えた独特の建

築物です。 理解する ためには実際 に茶室でお茶をたてなければと思い、 友人の紹介で

地元 （東京上野） の 表千家の先生に師事しました。 その時はどのような 流派 があるの

か も 知 らな かっ た。 よく 三 千 家 と い わ れ ま す が、 こ れ は表 千 家、 裏 千家、 武 者 小 路 千

家 で あ る こ と を後 で 知り ま した。

お茶をよく 「佗び茶」 と申します。 茶道史を紐解く と、 茶道の祖 といわ れる村田珠

光がお 茶の教えを説 き、 具体的な茶式を定め、 その後、 武 野紹鴎と千利休により現在

行 わ れ て い る茶 式が 確 立 した と 言 わ れ て い ま す。 そ の中 で
「陀 び」 と は、 正 直 で、 つ

つ し み 深く、 お ごら ぬ こ と と さ れ て い ま す が、 こ れ がな か な か 難 し い。 実 際 に お 手 前

（お茶 を作法に従いたてること） をやって みると雑念が入り込んでしまいます。 私は

お い し いお 茶 を 飲 ん で い た だく よ う に 心 が け て い ます。
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さて茶室です が、 四畳半の座敷が基準に なっております。 三畳台 目や二畳台目な ど

の四畳半より狭い茶室を小間 と呼んでおります。 それに対し六畳や 八畳の茶室を広間

と 言 い ま す。

小 間 に は、 に じり 口 と いう 客 が 出 入り す る 出 入 り 口 が あ り ま す。 大 きさ は い ろ い ろ

あ り ま す が 一般 的 に は、
高さ 二 尺 二寸 五 分、

幅 二 尺 一 寸 と い わ れて い ま す。 こ の 茶 室

独特の出入り口 は、 一説によ ると武士であっても刀を茶室に持ち 込むことは許さ れず、

必ず茶室の外にある刀掛けにおいて 入席 しますが、 懐に刀を忍ばせて入る ことを 防 ぐ

た め と 言わ れ て いま す。 私 が 思 う に は、 に じり 口 で 一 礼 し 茶 室 の 中 を 見た とき、 狭 い

茶室が非常に広く感 じさせる演出ではないか と思っております。

ここで茶室の 詳細を述べて も紙面が足り なくなりますので皆様に何をお伝え したい

か と 言 いま す と、 茶 室 で、 ぜ ひお 茶 を召 し 上 がっ て い た だ き そ の空 間 を体 験 して も ら

い、 茶 の一 服 で 心 の 安 ら ぎ を 得 て いた だき た い こ と で す。 普 段、 仕 事 に追 わ れ 心 に ゆ

と り が 無い と き ほど、 茶 室で の 茶 の一 服 が 必 要 で あ り ま す。 また、 抹 茶は 体 に も 非 常

に よ ろ しい と い わ れ て お り ま す。

京 都 では、 多 く の 寺 院 で 抹 茶 を いた だけ ま す。 金 閣 寺、 西 芳 寺、 大 徳 寺な どあ げ た

ら 限 り があ り ま せ ん。 東 京で よく お 茶 会 が 開 か れ る と こ ろ は 根 津美 術 館、 護 国 寺、 日

本赤十字社、 あまり ご存知で はないで しょう が国立博物館でもよくお 茶会が開かれて

い ま す。 表 は 西 洋 庭 園 で す が、 裏 は日 本 庭 園に なっ て い て 茶 室 が５ 棟 ほ
どあ り ま す。

千葉市には、 千葉公園にある好日亭、 稲 毛海浜公園にある稲毛記 念館の海星庵、 幕

張 海浜公園の見浜園にある松 籟亭がよく使われます。 土日には散歩か たがた覗いてみ

て は いか がで し ょ う。

㊥
、 ｒ嘲一＿嘲一く

オ

。
編 ／ κ
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にわかの古代史ファ ン

千葉市都市局建築部 建築設備課 課長補佐 隅 一 雄

数年前、 偶然新聞に現地集合現地解散と いうことで、 奈良付近の歴史を紹介する講

座 の 記 事 があ り、 私 と し て は、 た ま には 何 処か へ 行 き た い
と 思っ て い た と ころ で、 こ

の よう な機 会 に、 チ ョ ッ ピリ 興 味 も 手伝 っ て、 何 と は な しに 応 募 を
し た と ころ、 幸 運

にも参加をする ことが出来、 何十年か ぶり に奈良の空気のなかに身を置く ことができ

ま し た。

そ の 講 座 内容：は、 お 寺 の 住 職、
歴 史 関 係 に 深く 携 わ っ て い る 先 生 方、 古 墳 の発 掘 調

査にかかわった 人たち の話の他、 郷土芸能の紹介等 と古代史ファンになる基礎 として

は、 十 分 に その 動 機 をく す ぐ られ る も の で
し た。

現地での、 眼前に広がる風景と共にその歴史を感 じさせられる気配の中で聞く講 師

の方の話は、 わ かりやすく、 専門的知識もなく 単純に参加をしている門外漢の私 にで

も十分に興味を持たせ られるものでした。

そ の よ う な体 験 も あっ て、 そ
の 類 の 講 座 に 関 心 を持 ち、 年 に １、 ２ 回 い ずれ も １泊

２ 日 で は あ り ま す が、、
また 参 加を す る 機 会 に も 恵 ま れて きま した。

奈 良か ら 明 日 香 村 付 近 の 歴 史 は、 いろ い ろ とニ ュ ー ス
に な り
、 最近

で は 高 松 塚 古 墳・

キ トラ古墳の壁画 とか、 藤原氏の誰それの住居跡とか、 居ながらにして古代の情報が

入っ てきます。 このような発掘状況が報道さ れ、 実際に現地で見学を している人たち

を見 て いま す と、
う ら や ま しく

．
も 思 えま す。
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近頃では地図を眺めますと、 多少なり とも聞 いたことのある地名な どが見 られるよ

う に な り ま し た。

大和 三山と藤原京、 唐招提寺と鑑真和上、 法隆寺と聖徳太子、 東大寺 と平家、 石舞

台・ 甘 樫 丘と 蘇 我 氏、 信 貴 山 縁 起 絵 巻等 々 の 話 は、 そ の 古 代 路 を 歩く よ う に、 断片 的

に脳の 片隅にある記憶を点から点へとつな ぎ、 勝 手にその時代に思いを 巡らすことが

でき ま す。

現地 開催の講演会に、 事前に何も準備せず に参加をすることは失礼とは思いますが、

たった １日の軽い旅行気分で奈良・飛鳥の地域の雰囲気を十分に感じつ つ、 地域全体

が数百 年の歴史を持つ史跡という大テーマの博物館とでも言えるそ の中 で過ごすこと

がで き る こ と は、 私 に とっ て 楽 し み な事 で す。

にわか古代史ファンともな れる講演会 とめ ぐり合えたことは、 無趣味 の自分のなか

で こ れ か ら興 味 を 持 て る 大 きな 要 素 の ひと つ とな っ て きて い ま す。

書物 もまた同様にそれ以上に 読み手として の自分を想像の世界へと誘ってくれます。

そ してその力を借りて、 もっ と自由に時間が 取れる時期が来た時には、 何処か１箇所

で も 古 代史 フ ァ ン と 言 える よう に と 思っ て い ま す。

熱，

麟輯購・醗騨；ｉ

縷
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藁にもすがった酒の日々

千葉市下水道局建設部 下水道施設建設課 課長補佐 江 口 和 壽

私 に は、 酒、
煙 草、 そ して ？ と３ つ の 趣 味 （た だ の 惰 性 と言 え な く もな い が） が あ

る。 酒 は、 も と も と は あま り 飲 まな か っ た。 飲 む きっ か け と
な っ た のは 身 近 な 二 人 の

女 性 の お か げ で あ る。

まだ晩酌などとは縁のない 若い頃、 親戚の養鰻場経営者か ら山 ほどの、 うなぎの開

き を 戴い た の で あ る。 そ し
て
、 母 親 が こ

れ を 見 事 に 蒲 焼 風 に して く れた ま で は 良 か っ

た。 しか し、 焼 く こ と もな く 大 鍋で 直 接 煮 込 ん
だ た め、 う な ぎ独 特 の油 臭 が たっ ぷ り

と 残り、 お 世 辞 に も 美 味 い と 言 える よ う な 代 物 で は な か っ た。 せっ かく だか ら 食
え
、

そ う言われてがんばってはみたが、 大鍋の中のうなぎは一向に減る 様子がなかっ た。

そ こで 一 計 を 案 じ、 ビ ー ル１ 本 とセ ッ トな ら１ 匹 分
く ら い 食 える だ とう と考 え、 毎 日

挑 戦 し た 結 果、 一 週 間 後 に は、 つ い に は 大 鍋 の 底 が 見
え る ま で に な っ た の で あ る。

しか し、
お か げ で 一 日 一本 の ビー ル が 確 実 に 消 え て い く よ う にな っ て しま っ た。

そ して 二 人 目、 我 が 女 房で ある。 誉 め る の
も お こ が ま し い が、

我 が女 房、 処 女 作 の

献 立料理は結構 いけるのである。 二 作目、 三 作目 とな ると常 識的 にはさ らに深 みが

増 し て、 思 わ ず 膝 を た た き た く な る も の だ。 し か し、 そ こ が で あ る、 美 味く な い。

不 思議 だ、 二作目以降はどう したらこんな 味が出せる のか、 料理の 鉄人に聞きたくな

る く ら い だ。 一 生 懸 命 作 っ て く れ る か ら に は お い し く い た だか な く て は な ら な い。

か つて の母 親 の とき の 苦 労 が ふ っ と 脳 裏を 横 切っ た。
「そ う だ ！ 京 都 へ行 こ う … 」

で な く て、 ビ ー ル ー 本。 そ う こ う して い る う
ち に 日 本 酒 に 手 が 出 る よ う に な っ た。

不 思議である、 日本酒はどんな局面でも万 能調味料以上の役割を果たしてくれた の
で

あ る
。
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日 本 酒 の 味 が 私 に わ か ら な い 所 以 は、 こ の 辺 り か ら き て い る の で は
な い だろ う か。

（山ノ神の名誉 回復のための釈明：三角 むすびも握れなかったが、 今ではりっぱな料

理人として頭の垂れる毎日である。）

昔、 某下水道 事業団というところに２ 年間出向 して いた時期があっ た。 何百人 もの

職員がいたので ある が、 小生の担当して いた業務は私一人だけだ。 全国の委託団体向

け工事のうち機 械設備工事だ けの担当なのだが、 業者指名の委員会用選定書案の 作成、

設計書のチェック、 契約課 への契約措置請求など、 年度の前半の半年間で一 千億、３００

件近い工事を処 理しなければならない。 しかも作成 した書類は一字一句間違いがあっ

て は な ら な い。 忙 しか っ た。 人 事 担 当 の 課 長 さ ん が、 見 舞 い 代 わ り に 私 の と ころ に き

て 慰 め てく れた。
「長 い 人 生の 中 で、 目 が廻 る く ら い 忙 し い 時 期 が２、 ３ 年

ある の も 悪

く な い よ ね」 あ り が とう、 心 の
中 で 涙 を 流 し な が ら感 謝 した も の だ。 だ か ら だ、 乗 り

降りする最寄り ＪＲ駅終電の到着時刻が、 午前１ 時１７分だなんていうくだらな いこと

を、 １０年 以 上 も たっ た 今 で も 覚 え て い ら れ る の は… 感 謝。

こ の 時 代、 初 めて 多く の 全 国 の 人 と 知 り 合 い にな っ て わ か っ た こ と が あ る。 機 械 設

備工事の設計担 当者の人たちである。 個人的な思い出 としてお断りを しておきま すが、

東 日本 系 の 人 は も のわ か り が 良く て、 直 ぐに、 は いは い と言 っ て く れ る。 用 件 は 短 時

間 で 済 む。 しか し で ある、 依 頼 した 送 付 資 料 な
ど の修 正 が 一向 に 届 か な か っ た り、 比

較 的 早 く き て も 直っ て いな か っ た り す る。 西 日 本 系 の 人 は 一物 を 持 っ て い る 人 が 多 い。

な か な か 自 論 を 曲 げ な いか ら、 依 頼 し て い る 私 の ほう がお か しい と、 電 話 で 長々 と 話

す こと に な る。 し か し、 説 明 や 説得 に 時 間 を か け
た だ け あっ て、

合 意 に 達 し た 場 合 に

は遠方にもかか わらず直ぐに 修正資料が届いたりする のである（一人を除いて）。 どち

ら にしても忍 耐と時間 が掛かる のである。 こん な状況 だか ら、 担当 業務の量も 質も

た っ ぷ り、 十 分 に 溢 れて い た。 終 電 の 帰
宅 は おろ か、 夜 が

白け て く る よ う な 早 朝 近 い

帰 宅 も 少 なく な かっ た。

当 然ス ト レス だ ら け であ る。 体 に 悪 い。 そ う
だ
、
一 日 を 終わ らせ な けれ ば ！ だ か ら、

どん な に 帰 宅 が 遅く なっ て も、 風呂 上 り に ビー ル は 必
ず と 言っ て い い ほ ど、 自 分 の 健

康 に 気 を 使っ て 飲 み 干 した も ので あ る。 そ して、 ほん の 少 し の 睡眠 を いた だ く と、 ま

た 爽 や か な 新 し い 一 日 が始 ま っ て い く。 健 康 に 乾 杯．
！
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鮫 子

千葉市都市局建築部 建築設備課 電気第二係長 石 井 美 明

最近テ レビでグルメ番組が 少なくなってきたが、 私は 庶民の味方でおい しいもの一

番 目 は ラ ー メ ン で あ る と 思う。 そ して ラ ー メ ンに 欠か せ な い のが 鮫 子 で あ る。 最 初 に

断っておくが、 今日の話は残 念ながら隠れたおいしい鮫 子の店の話ではないので 悪し

か ら ず ご了 解 を い た だ きた い。

少 し前で元気がみなぎって いた頃は飲み会の最後は、 ラーメン屋で鮫子を食べなが

ら 締 め の ビ ー ル を 一 杯飲 み、 ラー メ ン を 食 べ て 終わ る の が 常で あ っ た。 そ の 時 は 酔 い

の せ い も あ り、 う ま い と思 っ て 食 べ る 鮫 子 も 後 で どう も 心 に残 る こ と が 少 なか っ た。

（本当はそのほとんどは酔いのせいだと思っ ている）

ま た、 家 族 を 連 れて ラ ー メ ン屋 へ 行っ て も、 や は り こ こ の 鮫 子 は う ま い と いう 店 が

無いのである。 当時は子供達 が食べ盛りで、 一人 が食べる量が相当であり対策を考え

な け れ ば い けな い と 思っ て い た 頃 で あ る。 妻 が 突 然、 家 で 鮫 子 を 作 る と 言 い出 し た。

私は家で鮫子 を作ることになれば、 ゆっく りビールを飲みながら、 鮫子を食べ られ

る の で、 まっ た く 不櫛 は 無 い。 最 初 は も の めず ら しさ も あ り 私 も ア ン 包 み を手 伝 う こ

と に 成っ た。 子 供 達 も面 白 半 分 で い ろ いろ な 包 み方 を す る。

作り方は我が家流である。 中に入れる 具はまったく普通である。 肉は甘みを出 すこ

とと 油っ ぼくなり 過 ぎな いように豚 肉を使う。 そ して 野菜はキ ャベツをフー ドカッ

タ ー で み じ ん切 り に し、 さ ら に ニ ラ を 細か く 切り、 ニ ン ニ ク を 丸々 一 個 分 入れ る。 鮫

子の皮は食べた ときにアンの食感を良くす るために薄皮を使う。 何 が普通と違う のか
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と い え ば 最 初 に す べ て を妙 め、 で き た ア ン を 鮫 子 の皮 で 包 み 焼 き 上 げ る の で あ る。 そ

し て な ん と 一 度 に１００個 以 上 も作 る。

こ こ ま で 読 ま れ た 方々 は 私 が ず い ぶ ん レシ ピ に 詳 し いこ と に驚 か れ た と 思う。 皆 さ

んのお察しのとお り、 いつの頃か らであろうか鮫子作りが私の数少ない レパートリ ー

のひとつになったのである。 こ の程度の料理であれば学生の頃に作った野菜妙めと同

じで は な い か、
何 か 一 工 夫 して もっ とお い し い 鮫 子 を 作り 皆 を アッ と 言 わ せ て や る と、

気がつ けば鮫子作りの時は妻を 押しのけ私が台所に立つ ことになっていたのである。

最初 の頃はこの意気込みが空 回りして子供達にすこぶる 評判が悪かった。 やたらと

冷蔵庫 に残っているものを入れ、 いろいろな調味料を足し他所では食べ られない自分

流を 作 ろ う と し た の で あ る。 こ れ が い けな か っ た。 妻 のア ド バイ ス と 子 供 達 の 不 評 に

負 けて、 ごく ごく普通の鮫子作りとなったのである。 今ではようやく鮫子作りで家族

の信 頼 を得 られ る よ う に なっ た。 しか し、 自 分で 食 べ て い て も 毎 回、 微 妙
に 味 が 異 な

る の で ある。 そ し て う ま い と 思 う こ とは 数 回 に
一回 し か な い。 鮫 子 を食 べな がら 子 供

達に 「今日の鮫子 はどう だった」 と聞くと 返ってくる答えは 「お母さんの鮫子 が一番」

で ある。 答 えに な っ て い な い。
ど う や ら 達人 の 道は ま だ ま だ先 が 長 いよ う で ある。

㊥
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「悠久の都」 のぶらり旅

千葉市建設局土木部 花見川・稲毛土木事務所長 三 宅 徳 孝

片田 舎 の 駅 の 始 発 に 乗る と１０：３０頃 に奈 良 駅 に 着 く、 リ ュ ッ ク の 中 に カ メ ラ、 双 眼 鏡、

朱 印 帳、 お 金 少 々、 こ れ が い つ も のパ タ ー ン、 べ つ に 信 心 深 い 訳で もな く、 只々、 神

社仏閣を拝観する旅が好きな だけです。 奈良駅舎や広場は只今整備 中ですが、 屋根に

九 輪の塔が輝き古都の玄関を 象徴する様な旧駅舎が移転保存される と聞いて嬉しいか

ぎり で す。

猿沢池を通っ て、 興福寺へ むかうと、 北円堂とならび興福寺では 最古の建築物で鎌

倉 時代前期に建立された国宝 の三重塔があり、 低い場所に建っている ので細部までよ

く 見る こ と が で き ま す。

京都の東寺と同じく 奈良の シンボル的建物である五重塔は室町時代の建物ながら、

規模や形式は創建時の姿を伝 える純和様の塔で人気があるようです。

国宝館は白鳳時代、 天平時代の優美と鎌倉時代の写 実的な国宝、 重文の仏教彫 刻が

多数ありますが、 特に阿修羅像は通常、 三面六曽の荒々 しい戦闘神で表現さ れま すが、

この像は少年のような清純さ と神秘性を持っ た姿をしています。

奈 良 公 園 の南 側 に ある 鳳 来 池 に 浮 見 堂 が あ り ます。 ここ は、 い つ も 素 人カ メ ラ マ ン

が大勢おります。 特に初冬の湖面から立ち上ぼる霧と朝日、 この瞬間を撮るのに ごっ

た がえ し てお り ま す。

公園を北に進むと鹿が沢山おりますが、 春は可愛い が秋には雄鹿は気が荒くな るの

で 注 意 が 必 要で す。 高 さ
２５ｍ、 寄 棟 造 の 大 楼 門 の南 大 門 が目 に 入っ て き ま す。

左右には、 運慶 と快慶が一門の走力を掲げて製作した８ｍ余の金剛力士像は、 見る人
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を圧倒する迫力があります。

木造古建築では世界一の大 きさを誇り、 黄金にきらめく鵬尾と大波の様に広 がる 蔑

は、
さ す が に、 天 平

随 一の 「お お て ら」 の 名 を もつ 東 大 寺 の大 仏 殿 は 壮 大で す。

中に鎮座します大仏様の大 きさに目をみはり、 昔人 の鋳造技術はたいしたもの だと

変 な とこ ろ に 感 心 す る し だい で す。

大仏殿東側の高台にある法 華堂は東大寺で最古の建物のひとつで、 天平時代の創建

と考えられています。 なかに は、 天平彫刻の宝庫といわれるく らい沢山の美しい国宝

の 仏像群があります。 ご本尊 は、 私の好きな仏像の一つで三目八醤 という異形ながら

バ ランスがよく、 威厳のある 表情に風格がただよいま す不空羅索観音立像で、 聞き慣

れない観音様ですが藤原一族 が本尊 としたため余り世に出なかった仏像です。 本尊を

取 り 囲 む 様 に 安 置 さ れて いる 日光 ・ 月 光 菩 薩、 梵 天、 帝 釈 天、 四 天 王 の 仏 像 群 は、 見

る 人 を 圧 倒 し ま す。

隣にある二月 堂は春を告げる奈良の風物詩 『お 水取』 のメー ン会場 となる所です。

こ こから桜の花越に見る市街 地の景観と東大寺の屋根 に金色に輝く 『鴎尾』 は ｒ素晴

ら しい』 の 一 言 で あ りま す が、 小 雪 舞 い 散 る 景 色 も趣 が ある 所 で す。

新薬師寺は春日野を代表す る古刹で、 国宝で奈良時代に建立された 本堂の屋根の鬼

瓦は当時の特色として、 角の 生えていない鬼瓦があがっております。 境内は秋になる

と 群 生 す る 萩 で 彩 ら れ、 参 拝 者 も少 な く、 ゆ っく り と 参 拝 でき ま す。

薄暗い本堂の中には、 いず れも国宝で、 カッと目を見開いた薬師如来座像が円形須

弥壇の中央に座し、 本尊より 古い奈良時代の十二神将 立像が外むき に立ち並ぶ様は手

を 伸 ば せ ば届 く 距 離 にあ る の で、 い っ そ う 迫 力 を 感 じ ま す。

斑鳩の里に建つ世界最古の 木造建築群をのこす法隆寺、 西ノ京に往 時の大伽藍を再

現 しつつある薬師寺、 天平の 甕と鑑真和上の意志を伝 える唐招提寺等々、 昭和４０年代

か ら、 春夏秋冬何度となく訪 れておりますが、 その都 度新しい発見 をしております。

い つ も の 様 に 「何 も考 えず、 只 々、 拝 観 す る だ け」 こ れ を ライ フ ワ ー ク の 一 つ と し た

い と 考 え る 今 日 こ の 頃で す。
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携帯電話が通じない！

千葉市住宅供給公社 理事長 島 田 行 信

本年４月に住宅供給 公社に勤務することとな った。 助役時代に兼務の理事長を務め

た こ と が あ る の で、 二 度目 の 務 め で あ る。 しか し 今 度は 専 任 のた め、 私 の 居 場 所 が 設

け ら れた。

当 公 社 は 中 央コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 一 階 に ある た め、 フ ロ ア の ス ペー ス に 限り が

あり、 新しい部屋のス ペースを生み出すことは容易ではない。 関係者のお 骨折りに感

謝 し て い る。

４月 の 中 頃 机 の 上の 電 話 が鳴 っ た。 友 人 の １ さ ん か らで
あ る。 １ さ ん は よく 電話 を

くれる人 なので、 私の 携帯電話の番号を知らせ てある。 １さん曰く 「理事 長の携帯電

話はつな がりませんね。 いつもただいま電源 が入っていないか、 電波の届かな い場所

のた め、 か か りま せ ん … と の メ ッセ ー ジ。 一体 どこ に 勤 務 し て いる の です か。」

「い や、 ち ゃ ん と こ こ に 勤 務 し て いる よ。 そ う 言 え ば こ の 部 屋 に い る 時 に 携 帯 に か

かっ て き た こ とは な い ね。」 とや り と り を しな が ら 携 帯 電話 を 見 た。 な ん と 赤 字 で 「圏

外」の 表 示。
「あっ ！ こ こは 電 波 の 届 か な い場 所 だ。 ち っ と も 気 が つか な く て 申 し訳 な

かっ た」 と １さ ん に 詫 びた。

すぐに職員にも確 認したところ、 このエリアは従来から携帯電話が使えな いというこ

と が判 っ た。 皆、
ビ ルの 構造 上 止 む を得 な い と理 解 し、 使用

す る 時 は外 に 近 い通 路で か

けて い る と のこ とで あっ た。
「中 央コ ミ ュ ニティ セ ンタ ー ビル」は、 昭和

４９年 にオ ー プン

した 建 物 で ある が、
当 時 と して は 大変 ユニ ー ク な 手法 で 建 設さ れ た。 即

ち
、 市有 地

に 民
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間 デ ベ ロ ッパ ー に よ って 官 民 利 用 の複 合 ビ ル を 建設 （約５２億 円）。 市 は 全 体 の３６％ を 利

用、 こ れ を市 で 買 取り （約２４億 円）、 残 りは 民 間 と し
て 区分 所 有 とした ので あ る。

現 在、 当 公 社 は、 こ の 民間 所 有 のフ ロ ア を 賃 貸 し て いる が、
もと も と 民 間 利用 は 事

務室を 想定しておらず、 窓もなく 執務環境上は快適とは言い難い構造になっている。

従っ て 携 帯 電 話 が 使 え な い こ と に つ い て は、 も う 諦 めて い る と い う よ り は 慣 れて し

まっ た と いう こ と で、 新 しく 入 居 し た私
に も あ え て 伝 え な か っ た とい う こ と らし い。

私は早速携帯電話会社に申 し入れるとともに、 市 の管財課と ビルの所有会社にもこの

こ とを 伝 え た。 電 話会 社 の本 格 的 な 調 査に よ り、
「ビル の奥 行 が 深 いた め、 電 波 が届 か

ず、 ビルの外部に専用のアンテナを設置する必要がある」 との報告と対策が示された。

そ し て、 こ の 工 事 費用 は、 二 分 の
一 は 利用 者負 担 と な っ て い る と の こ とで あ っ た（約

６０万円）。

市も当公社も予算措置は無く、 あとはビル所有会社へ最後のお願いをする以外に方

法 がな かっ た。
「今日、 携

帯 電話 用 電 波は 電 気 や 空 調 と 並 んで、 ビル 借用 者 に とっ て 備

え て ほ し い 施 設で あ る。 今 後 も こ の ビ ル を 借用 する に あ た っ て は、 是 非 と も 携 帯 電話

の 利用 が 可 能 とな る よう に して 欲 しい」 と。

ビル所有会社か らは 「この ビル の電波不良エリアをすべ てカバーするよう計画し、

電話会社と交渉する」 と前向きな 回答があっ た。

最近、 ビル所有会社から 「電話会社へ正式に工事の申し込みをした。 開通は電波管

理 の 国 の認 可 が 約 半 年 かか る の で、 来 春 に な る 見 込 み と 報 告 が
あっ た。

ま だ 当 分、
携 帯 電 話 が使 え な い。しか し、ビ ル 所有 会 社 の

ご協 力 に よ り、よ う や く 不 便

か ら 解 消 さ れる 日 が く る。
「い つ で も、どこ で も、誰 で も」が ネ ッ トを 通 じ情 報 が や り とり

でき る 夢 のよ う な 世 の中 とい わ れ る「ユ ビキタ ス 社 会」が目 前に 迫 っ てき た よう であ る。

が、 しかし、 都会で携帯電話が通じない場所がまだ多く存在 しているのではないだろ

うか。 真の利用者サー ビスとは何か、 いま一度 関係 者は真剣に考えてほレいと願って

い る
。
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後の祭り

㈲千葉市都市整備公社 事業課長 亀 田 幸 治

最 近、
久 し ぶ り に 釣 り に行 っ て き ま し た。

数年前にボート （ボー トといって も車の屋根に背負って いく ごく小さなものですが

…） を 購 入 し、 勝
浦 や 小 湊の 湾 内 で ア ジ や キ ス な ど の小 物 釣り を し て い る の で す が、

今 回 は 今 ま で にな い 経験 を しま し た。

最初のポイ ントで は、 当たりが全然なくて 「今日もダメかな一」 などと相棒と話し

て い ま した が （こ こ 最 近 の 釣果 はさ っ ぱ り だ っ た も の で …）、 何 も 釣 れな い の で、 大き

くボー トを移動して 次のポイ ントで釣り始めたところ、 ア ジがパラパラと釣れ始めま

し た。

だ ん だん 仕 掛 け に か かっ て く る 数 が増 え て き て、 ６ 本針 にパ ー フ ェ ク トな ん て いう

こ と も 何 回 か あ り ま し た。

し か し、 い か に も 型 が小 さ い。

「こ り ゃ一 刺 身 に はな ら ね 一 な」、
「今 晩の お か ず は 空 揚 げか あ」 な ど と 話 し て いる と、

急 に 釣 竿 に バス！！バ ス Ｕ と シ ョ ッ ク が 何 回か あっ て、
「何 だ？ 何 だ ？」 と 思っ て 仕掛 け

を 巻 き 上 げ て みる と、 ６ 本 あ る は ず の 針 が３ 本 しか あ り ま せ ん。

「何だろう」 と思いながら仕掛けを 新しいものに換えて再度 投入している と、相棒が

大 き な 声 で、 「見 て みな よ１！ア ジを 追 い か け て いっ ぱ い 群れ て い る Ｕ」、 船 縁 か ら海 の

中をのぞくと 「イナ ダか？カンパチか？何だか分か らない が大きいのがいっ ぱいいる

な」 と 興 奮 状 態。

「ハ リ ス１．
５号 じゃ と て も もた な い！！」 と、

もっ と 太い の はな い か と タ ッ ク ル ボ ック

ス を 探 す が、 大物 が 釣 れる チ ャ ン ス が 来 る と は 全く 思っ て いな か っ た 二 人 は せ いぜ い

２ 号 の 仕 掛 け しか あ り ま せん で し た。

「仕 方 な い、 ２ 号 でや っ て みよ う」 と 仕 掛 け を下 ろ しま した。

案 の 定、 竿 先 が海 面 に突 き 刺 さ る 強 い 引 き で、 少 し竿 を
立て る と す ぐに 「ピチ！！」
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と 切 れて しま い ま し た。

今度はドラグを緩めて再度投入、 強い引き が来ると糸がジーと持っていかれますが、

や り 取り ５ 分 ほ どで３０ｃｍを 少 し 出た ぐ らい のカ ンパ チ を 取 り 込む こ とが で き ま し た。

「ヤ ッタ ー ！！」 と 大 喜 び、 大 事 に ク ー ラ ー
ボ ッ ク ス に 入 れ、

す ぐさ ま 仕 掛 け を 投 入

と こ ん な 状態 で 同 じよ う な 型 の カ ンパ チ を ２
，
３ 匹 取 り 込 み ま した が、

次 に か か っ た

カ ン パ チ は もっ と大 き い も の ら しく、 魚 と の 引
き 合 い を ５ 分、

１０分 と やっ て い ま した

がなかなか姿が見えるところまで引き寄せ られません。

こ ち ら も だん だ ん疲 れ て き て、 つ
い 強く 引 いた とこ ろ パ ッ チ ン で 終 わ り。

「もっ と 太 い 仕 掛 けを 持 っ てく る ん だっ たな あ」 と 嘆息。

気 を 取 り 直 し て、 再 度仕
掛 け を投 入、

「来 た１！来 た１！こ れ も す ごく 強 い 引き だ１！」 魚

と の 引 っ 張 り 合 い１０分経 過、
「う ん ？ 少 し 引 き が 弱く な っ て き た か な ？」、 道糸 が 少 し

ず つ だ が 巻 ける、
と やり 取 り する う ち に 魚 の 姿 が見 え て き ま し た。

「デ カイ！！５０ｃｍぐ らい はあ り そ う だ！！」と 大 物 を 釣っ た こ とが な い 小 生 は 思わ ず 頬 が

緩 む、 「も う 少 し、 もう 少 し、 よ し、 よ し」、 と う とう 海 面ま で 引 き 寄 せ ま した。

そ こ で 「タ モ！！タ モ！！」 と 大 声 で 相 棒 に 叫 び ま した。

「タモなんてないよ！！」 本当 につれない返事、 そうです 大物を取り込む玉網なんて最

初 か ら 持 って き て いな か っ た ん で す。

で も、 何 と か 取 り 込 み た い、
「そ う っ と、 そ う っ と、 暴 れ な い でく れよ う ！！」 道 糸

を 持 っ て 船 の 中 に 取 り込 もう と した そ の と き、 カ ンパ チ が 最後 の一 振 り、 糸 が ピ チ ッ

と 切 れ、 悠 然 と 海 中 深く 泳 ぎ 去っ て い っ た。

「あ 一 ！！、 チ
キ ショ ー ！！、 あ 一 ！！残 念 無 念！！」 何を 言 お う が も う 後 の 祭 り、

も う 手

遅 れ、 どう に も な ら
な い。

力 を 落 と し、
し ば らく はポ ー ッ と した 状 態 の 小 生。

で も、 釣 り を や っ て いて こ れ ほ ど興 奮 し、 そ し て 気落 ち した こと は 初 め て の 経 験 で

し た。

家へ帰ってからす ぐ、 玉網 と太仕掛けを買いに釣り道具屋へ走った のは言うまでも

あ り ま せ ん。

皆さんも釣りをやっ てみま せんか？

ゆったりとお魚さんと遊ん でもらう？の は楽 しいですよ！！

おわりに

貴協会と、 会員皆様方のご健勝とご発展 をお祈り申し上げます。
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後 継 者

協同組合 千葉電設協会 理事 渡 邊 良 雄

私 は、 気 持 的 に は３８才、 見 た 目 に は４８才 （ち ょ っ と 無 理 か な ？）、 で も 本 当 は 今 時

メー ル も パソ コ ン もで き な い ま ぎれ も な い５８才な ので す。

昨年 の暮 れには下 の娘 も嫁 ぎ、 今 年は 上の娘に二 人目の孫 ができ、 いつ の間にか

「ジィ ー ジ」 と呼 ば れ て い ま す。

私は考えて みま すと生まれてこの方、 苦労 らしい苦労も しないで過ごしてきたよう

な 気 が し ま す。 地 元 （大 多 喜） の 高 校 を 卒 業 し て、
しか た な く 大 学 に 進 み、

な ん と な

く 就職しましたが 仕事 が性に合わず３ヶ月で 退職し、 半年間遊んだ挙句、 当時、 東電

に 勤 め て いた 父 の 勧め で こ の 道 に 入 り ま した。

独 立後 は、 好 き な 仕 事 を や り な が ら 酒 を飲 ん だり、 へ た な 麻 雀や ゴ ルフ を や っ た り、

旅行 も多くの国内、 海外に行きました。 そんな中でたく さんの人達 と知り合うことが

でき たのが一番の幸せだと感じるこの 頃です。

こ んな 私 で す が、 最 近、 いろ いろ な 場 所 や 会 合 で いわ ゆ る 二 代目 と 言 わ れ る 若 い 後

継者 や候補者と接することが多く なってまいりました。

この仕事 も３３年 ともなりますと多少の疲れ が出てきたせいか、 娘二 人も嫁 ぎ、 会社

を い ず れ 辞め て の ん びり し よう か と 思う こ と も幾 度 と な く あ り ま した。 そ ん な 時、 今

年 に なっ て 若 い 社 員 か ら 「私、 家 を 買 いま し た」 の 一 言 に、 こ んな 小 さな 会 社 で も 社

員がいて、 取引先 がいて、 地域の皆様とも関わりがあるのに無責任な 考えをもった自

分自 身 が恥 ず か し く な り ま した。
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そこで、 経営者として最後の大仕事として事業の後継者問題に取り組む こ
とにしま し

た。 私 の考
え と し て は

、
ま ず、 若 く て リ ー ダ ー シ ッ プ があ り、 しっ か り と した 経 営

ビ

ジョ ンのある者に社 内の管理権限 と対外的権限を創業３５年目の、 そ して私 が６０才の節

目 に譲 り渡すつ もり です。 その後は、 私が持っている経験や知識を後継 者に５ 年間 ほ

ど教育するつ もりで す。 その時を 実質的な人的、 物的な経営権の委譲に するつ もりで

す。 そ の後の私は、 個人の生活を 大事 にしなが ら会社でできる仕事があればお 手伝い

さ せて い た だく つ も り で す。

という訳で、 もう しばらく皆様 とお 付き合い させて いただくこととなりますので今

後 と も、 よろ しく お 願い い た
し ま す。
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ぼ た ん 山

㈱栄光社 代表取締役 小 幡 陽 一・

ぼたん山に登れば、 魚沼盆地が 箱庭の如く 一望できる。 左手、 北は小 出町で東西の

山がせまり山峡を抜ければ広い越後 平野があり、 中原に長 岡、 その先に新潟市がある。

右手、 南は六日町の坂戸 山が西山にせまり盆地を閉ざして いる。 更に進めば湯沢町、

上越国境三国峠がそ びえ、 越えて関東平野に至る。

又、 六日町から右 へ直角に進めば十日町市、 高田市 （上 越市） に通ずる。

南 北 十 五ｋｍ、 東西 七ｋｍ程 の 盆 地 で そ の 中 央 を 南 北 に魚 野 川 の清 流 が 光 り、 平 行
して

上越線が遊園地の豆 電車のように 走る。

ぼた ん山は南 北の中 心にあり、 前面 には東 山、 国 境連山の高 峰があり その中央に

どっ し り 均 整 の とれ た 八海 山の 雄 姿 が あ る。

魚野川 の両岸は、 青々と した水田が開け、 東西の山に近 づくにつれ畑 となり雑木林

とな り、 そ の間 々 に 村 落 が ち ら ば っ て いる。

魚 沼 は三 郡 で あ る。 左 か ら、 小 出 町を 中心 と した 北 魚 沼 郡、 東 山 に入 れば 大 湯 温 泉、

奥只見、 銀山平は夏でもスキー が楽しめる。 十日町を中心とした 中魚沼 郡には清津温

泉郷、 又明 美 な 清 津 峡 が あ る。 次 に、 六日 町 を 郡 都 と した 我 が南 魚 沼 郡 があ る。 東 の

八 海山、 西 の ぼ た ん 山 は こ の 郡 に 属 し、 近 年
「魚 沼 の こ し ひ か り」 酒 の 「八海 山」 の

名 があ る。 私 は こ の 両 山 の 間 の 農 家 に 生れ た。 兄 妹 六 人。

遠く、 謙信は春日山城 （高田市） を発 し、 魚沼を領国とした上田城 （六日町、 坂戸

山） の 一族、 知将・政景 （奥方は謙信の姉） と共に三国峠を越え関東・鎌倉に遠征し

た。 今 は そ の 話 し で は な い。

豪雪地である。 日本海か らの 寒風は低い西山を越え、 高 い東山に突き当り吹き返え



Ｌ
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り 雪 を 降 らせ る。 積 雪 は 三メ ー ト ル、 残 雪 は五 月
上 旬 ま であ っ た。 （今 は 少 な い）

早 春 の雪 解 け 水 の 中 で 苗 代 仕 度、 田
起 し、 代 か き、 田 植 え と腰 の 痛 い 手 作

業 で あ る。

し か し、 時々 と
び出 す ど じ ょ う、 ころ がっ て いる つ ぶ 貝、 芹や ふ き の とう。 又 夕 暮

れ

時のやまめ釣り。 圧巻は村中のガキ共が集って５０坪程の池の水をバ ケツ だけでかい出

し、 ス ッカ ラカ ン に して コイ、 フ ナ、 ハ ヤ、
う な ぎを つ か み 取 り。 稲 刈り 時 は 早 起 き

し て 寝 て ？ いる イ ナ ゴ取 り、 栗 拾
い
、
自 分 だ け のヒ ミ ツ の 場 所 と 思っ て いる キ ノ コ 取

り と 忙 し い。

十 一月 三日、 文化 の日頃に初雪 の一回二 回、 雪をか ぶっ た方 が
おい しさ 十倍 とか

言 っ て、 大 根、 白 菜、 野沢 菜 な
ど手 の 切 れ る よう な 小 川 の水 で 洗 い、 漬 け 物 の 冬 仕 度。

稲仕事に目鼻がつく と若い 者は静岡のみかん、 上州の 麦ふみへと出稼 ぎ。 お土産の

みかんの届く 正月はいく ら待って も来ない気がした。 三月五月の節句、 農作業の区切

り、
お 盆 秋 祭 り、 娯 楽事 は 何 もな い か ら、

全 べ て 食 べ る こ とば か り。 さ さ や か な 手

造り料理なのにどれも忘れ得 ない食感が今 も鮮明である。

こ こ数 十 年 感 ず る こ と がな い。

年 は移 り、 父 母 も 姉
二 人 も す で に亡 い。

も う 一度 登 っ て 見 た かっ た ぼ た ん 山 も、 山頂 の 社 も ろ 共 無く なっ た。 雑 木 林 も 畑
も

無く、 西山から東 山まで大区画整理で一望 水田だけになった。 四季折 々楽しん
だ小川

も、 沼 も消 え、 コ ンク リ ー ト に 囲 ま れた 水 路 に芹 も 魚
も
、 田
に ど じょ う ・イ ナ ゴ・ 影

も姿 も 無 い。

盆 地の中央を南北に新幹線の高架が区切 り、 関越自動車道が走る。 魚野川 の両岸 の

水田は大きく掘り 起され、 砂利採取機が昼 夜うなりを上げてこの土木工事を支えた。

砂利 取り後 の大穴 の中にぼたん山はきれいに埋められて しまった。 真冬でも消雪水 が

吹 き だ し、 自 動 車 が ブ ンブ ン 走 る。
生 活は 一 変 し 便利 に な っ た。 し か し、 皆 年 老 い、

若者は少い。 土木 工事 も無くなった。 久し振りに七〇を とっ
くに過ぎた兄嫁から電 話

があった。 猶予さ れていた大区画整理の負担金を来年か ら二十年賦で支払うのだとい

う。 夜 の 電 話 は い つ に
な く 長 く な っ た。 そ う そ う、 私 の 大和 町 も消 え る。 十

一月 か ら

六 日 町 と 共 に 「南 魚 沼 市」 に 昇 進 ？ す る。



（２２） （協）千葉電設協会だより

昨今の消防法の動向について

ホーチキ㈱ 千葉支社 秋 光 勲

協同組 合 千葉電設協会の会員各社様には、 常 日頃より格別の ご支援、 ご高配を賜

り ま して 誠 に有 難 う ご ざい ま す。

こ の度 『会 報 第１９号』 を 発 刊 にあ た り、 事 務 局 様 よ り 何 か 書 け と の
ご依 頼 を賜 り、

分不 相 応 にて 戸 惑 っ て お る と ころ で ご ざい ま す。 賛 助 会 員 と し て 永 年に わ た り、 こ の

会報を毎 回楽しみに又、 貴重な参考 資料として拝読させて戴いていただけ に、 いざ自

分が執筆 となると責任重大と恐縮しております。

さて、 世間の一部業界では景気が上向き、 羨ま しい業績を上げて いる企 業が多々見

受けられておりますが、 我々 が生業 とするこの建設業界にお きましては、 所謂 『失わ

れ た１０年』 を い ま だに 引 きず り、 先 が見 え ず、 特 に 価 格体 系 にお き ま し て は 益々 悪 化

しつ つ あ る 様 に 思わ れ ま す。

この様な環境の中で、 弊社が身を置く防災設備業界において唯一フォローの風が、

消防法の改正でありま す。 一つは平成１３年９月 に発生した新宿歌舞伎町で の雑居ビル

の火災 （４４名の犠牲者が出た） を 契機に、 小規模雑居ビル （３００平米、 新法遡及） に対

する改正。 一つは住宅用 火災警報器の設置義務 化への動向です。 現在わが国では戸建

住宅には火災報知設備 の設置義務はありませんが、 平成１３年において戸建住宅火災の

件 数 は、 建 物 火 災 の件 数 の約６０％、 火 災 によ る 犠 牲 者は 約８０％ を 占 め 特 に６５歳 以上 の

高齢者が犠牲になって いる状況です。 一方、 設置義務化が強化されている 米国、 英国

にお いて は、 そ の 効 果 が明 ら か に 出 て い る との 事で す。



（協）千葉電設協会だより （２３）

こ の 度、 消 防庁 は消 防 法 第 ９ 条 の 改 正
に向 け、

本 年６ 月 に 法律 が 公 布 さ れ、 １０月 頃

に政省令改正を経て施行されるはこびとなっ ております。 それに先駆 け、 東京都で は

東京都火災予防条 例を改正し、 すでに１０月１ 日より条例が施行されております。

以 上、 最 近 の
法 改 正 の動 向 で あ り ま す が、 我々 防災 業 界 に 携 わる

一 員 と して は、 法

律の有無に係わらず、 あくまで も仕事を通じて
『尊い人命 と財産の保護』 を念頭に 置

き、 社会と人々 の安全に貢献する事を使命と して精進して ゆく所存でございます。

尚、 紙面の関係上法令関係の 細則は省略させて戴きましたが、 お問合せにつきま し

ては弊社、 日本火災報知機工業 会会員、 又はお近くの消防署にご確認下さい。

末筆ながら、 協同組合 千葉 電設協会の会員並びに賛助会員各社の益々のご発展を

ご祈 念 申 上 げ ま す。



（２４） （協）千葉電設協会だより

賛助会員部門別名簿
資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メーカー部門
＊各部門五十音順に掲載

＊太字は広告掲載会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱ 営 業 部 次 長 丹 羽 和 雄
１４１－

０００１

東京都 品川 区北 品川 ５丁目５番２７号

大 崎電 気ビル２号館２Ｆ

０３－３４４３－７１７５

０３－３４４３－７６４４

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 和 田 龍 二 郎
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

４７５番 地 １

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 浅 井 祐 一
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１７番 ３ 号 袖 ケ 浦 ビル ８ Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

松 下 電 器 産 業 ㈱
電 材 営 業 本 部

首 都 圏 支 店 長
岡 山 秀 次

１０５－

８５８１

東 京都 港区 芝公園 １丁 目 １番２ 号

ナ ショナ ル１ 号館

０３－６４０３－３１１４

０３－６４０３－３４１４

ミ ヤ コ 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 村 幸 男
２６０－

０８０７
千 葉 市 中 央 区 南 生 実 町ｌｌ６番 地 ２

０４３－２６６－００２１

０４３－２６６－００２４

電材部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 関 東 扇 港 電 機
代 表 取 締 役

副 社 長
前 川 和 彦

２６２－

００４５

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台

４ 丁 目１３番１２号

０４３－２５７－４２６２

０４３－２５７－４５３０

首都 圏 松 下 電 材 シ ス テ ム ㈱ 千 葉 営 業 所 長 木 内 純 一
２６０－

０００７

千 葉 市 中 央 区 祐 光

２ 丁 目１１番１６号

０４３－２２７－９３０１

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 貫 江 明
２６０－

００４５

千 葉 市 中 央 区 弁 天

３ 丁 目 ６ 番 ４ 号

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１

千 葉 市 中 央 区 都 町

２ 丁 目２３番１２号

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

東 芝 電 材 マ ー ケ テ ィ ン グ 禰
常 務 取 締 役

千 葉 支 店 長
仲 野 修 一

２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２ 丁 目 ４ 番 １ 号

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

新 東 京 電 材 ㈱
千 葉 営 業 所

常 務 取 締 役
川 崎 忠 雄

２６０－

０８４３

千 葉 市 中 央 区 末 広

３ 丁 目 ５ 番 ７ 号

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱ 千 葉 支 店 長 榊 忠
２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２ 丁 目 ５ 番１２号

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 関 根 誠
２６４－

００３６

千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町

１２４番 地 １ 号

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９

藤 長 電 気 ㈱ 東 関 東 支 店 長 小 林 暁
２６０－

００１６

千 葉 市 中 央 区 栄 町４２番１１号

日 本 企 業 会 館 ７ Ｆ

０４３－２２３－６６３１

０４３－２２３－００１３

㈱ 村 田 電 機 製 作 所 代 表 取 締 役 北 島 清 治
１４３－

０００２

東 京 都 大 田 区 城 南 島

２ 丁 目 ４ 番１２

０３－３７９０－５６５６

０３－３７９９－ＩｌｌＯ



』

（協）千葉電設協会だより （２５）

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈲ 千 葉 営 業 所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

２ 丁 目３４番 地

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
２６４－

００２２

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

５１１番 地１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２

千 葉 市 中 央 区 寒 川 町

１ 丁 目２１４番 地

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

Ｄ Ｘ ア ン テ’ ナ ㈱ 千 葉 支 店 長 平 原 俊 和
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２ 丁 目２０番 ４ 号

０４３－２５３－ｌｌ２１

０４３－２５３－ｌｌ９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈲ 代 表 取 締 役 宮 川 欣 丈
２６０－

００１８

千 葉 市 中 央 区 院 内

１ 丁 目 ２ 番 １ 号

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈲ 千 歳 防 災 社 千 葉 支 店 長 田 中 孝 治
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

９３４番 地 の ６

０４３－２１４－５６８５

０４３－２１４－５８１７

ニ ツ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 水 口 敬 伸
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５ 丁 目１２番 ５ 号

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 塚 越 孝 平
２６０－

０８２１

千 葉 市 中 央 区 若 草

１ 丁 目 ２ 番１２号

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 秋 光 勲
２６０－

００２１

千 葉 市 中 央 区 新 宿

２ 丁 目 ３ 番 ６ 号

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 桃 三 男
２６０－

０８３４

千 葉 市 中 央 区 今 井

３ 丁 目１４番 ２ 号

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

東 芝 ラ イ テ ッ ク 禰 千 葉 営 業 所 長 唐 島 浩 昭
２６０－

００２６

千 葉 市 中 央 区 千 葉 港 ４ 番 ３ 号

千 葉 県 経 営 者 会 館 ４ Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
高 橋 康 文

２６１－

７１３３

千 葉 市 美 浜 区 中 瀬 ２ 丁 目 ６ 番 地

Ｗ Ｂ Ｇ マ リ ブ ウ エ ス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

広告掲載ご協力会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

河 村 電 器 産 業 ㈲ 千 葉 営 業 所 長 坂 本 好 一
２６０－

０８２２
千 葉 市 中 央 区 蘇 我 町 １ 丁 目２８２

０４３－２６５－１２８１

０４３－２６５－１２８３

神 田 通 信 機 ㈲ 千 葉 支 店 長 高 橋 昌 弘
２６０－

００３２
千 葉 市 中 央 区 登 戸 ３ 丁 目 ３ 番３０号

０４３－２４１－７８５１

０４３－２４１－７８５４

共 同 通 信 電 設 鞠 千 葉 営 業 所 長 宮 崎 善 之
２６０－

０８３４
千 葉 市 中 央 区 今 井 ２ 丁 目１１番２７号

０４３－２６６－４１２０

０４３－２６６－２８４０

Ｔ Ｏ Ａ ㈲ 千 葉 営 業 所 長 中 野 暁
２６０－

０００１

千 葉 市 中 央 区都 町２ 丁 目１６番 １ 号

第 ２ 新 日 本 ビ ル １ Ｆ

０４３－２３４－６５１１

０４３－２３４－６４０２

内 外 電 機 ㈱ 東京第１営業所長 吉 村 衛
１２０－

００３４

東 京 都 足 立 区 千住 １ 丁 目 ３ 番 ６ 号

Ｔ Ｏ Ｃ ビル

０３－３８７９－０３１１

０３－３８７０－６４１９

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 川 村 幸 司
２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ２ 丁 目 １番１８号

０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

日 本 ビ ク タ ー ㈱

シス テ ム 営 業本 部

東日本システ ム支店

千葉システム営業所長

鎌 田 晃 嘉
２６１－

０００１

千 葉 市 美 浜 区 幸 町

２ 丁 目 １ 番 １ 号

０４３－２４７－３５２２

０４３－２４８－１７４７

ヤ マ ト 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 藤 健 一
２６０－

ＯＯ２８
千 葉 市 中 央 区 新 町２２－２０

０４３－２３８－Ｏｌｌｌ

Ｏ４３－２３８ｒＯｌ３３

……ありがとう ございました……



（２６） （協）千葉電設協会だより

一総会殻告一

第２０回通常総会開催

第２０回通常総会 が５月２０日午後２時３０分より 千葉市内のホテルグリー ンタ ワーにお

いて組合 員７３名（委任状を含む）出席のもと開催 されま した。

議案審 議に移り、平成１５年度事業経過報 告、同 収支決算報告、監査報告、平成１６年度事

業計画案、同収支 予算案、は全会一致で可決承認された。

引き続き、建築部より１６年度電気設備工事 の概要と千葉市新エネ ルギ ー導入推進に

つ いて 説 明会 が 開 か れ ま し た。

総会、行政説明会終了後、千葉市 鶴岡市長様をは じめとする 千葉市や、外郭団体幹部、

千葉県中 小企業団体 中央会、関係 団体の ご来 賓をお招 きして組 合員、賛 助会員 と共に

１２０名出席のも と懇親会が開催されま した。

席上、好地 理事長は「建設業界もバ ブル崩 壊後の長期低迷時代に 突入したまま、我々

にとって の命綱である公 共事 業も、財政再建による公共投資の削減によ り年々 減少を

続 け、景 気 回 復 の 見 通 し が 立 た ず、経営 環 境 は 益 々 厳 し さ を増 して い る。

このような時代にこそ組合員が 一致団結をし、協会の組織力を最大 限活用して、一つ

ひとつ課 題を克服して 行く必要がある。又４月か ら試行 的に導入した優 良工事 業者を

対象とする発注方式に、組合員全員が優良工事業者として、入札に参加出来るよう施工

技術の研 修会も行 いた い。さ らに運営方針と してＩ Ｔ講習 会や経営者講習会な どを通

じて、組合員が電子入札等に 即応出来るよう千葉市当 局とのパイ プ役を果たすと共に、

全面的に 千葉市の方針に協力して行く 姿勢を明確 にし、激変する経営環 境の中 にお い

ても同組 合の基本理念に基づき組合 員各社との連携を図り、技術力と管理 能力の向上

をはじめ各企業の健全なる経営体制 づくりに適進したい」と抱負を述べた。

ご来賓を代表して 鶴岡市長の祝辞を賜り、ご来賓の 紹介や乾杯の後、懇親会が行われ、

６ 時３０分 に 盛 会裡 に 解散 しま し た。



Ｌ

（協）千葉電設協会だより （２７）

未来へと希望を繋ぐ青年部

青年部 部長 小 山 嘉 一

（㈲京葉工業）

昨年度の総会にて青年部部長 に就任 して一年が過ぎました。

千葉 という地域性を生かし、 青年部に課せ られた事業活動は何があるか模索しな が

ら、 又、 会員の会費により運営をして いる以 上、 会員が満足出来るよ
うな事業活動を

開催 し、 そ れ 以 上 に 成 長 発 展 を し なく て は と、 役員
一 同 知 恵 を 絞っ て ま い り ま し た。

その 中でまず、 会議等の趣向から検討致 しました。 会議は組織を運営 していく 上で

の方向 性を決めていく効果的な手段と考 え、 個々の責任感と行動力、 協調性を身につ

けリー ダー シップを発揮し、 自ら自覚するこ とを前提に事業計画を進めてきました。

昨年 度は、 ＩＴ事業としてはデジカメ を取り 上げました。 工事写真等でのデジカ メ

の活用 方法を紹介し、 完成図書作成時の時間短縮及
びコス ト削減等に、 お役に立てて

頂い た と思 い ま す。

又、 環境問題対策の一環として、 産業廃棄物の現状と問題点を知っていただく ため

の見学会を開催しま した。 世界でも有数の技術を有する処 理施設を見学することで、

環境問 題の再認識及び、 ものづく り国 家日本 の再発見、 法律・規則を知り産廃を適正

に処 理 し、 そ れ を 管 理 す る こ と の 重 要 性を 理 解 して い た だ き ま し た。

家族 親睦会では、 会員はもとより日ごろの 恩返しの場と して家族との コミ ュニケー

ショ ン を はか る バ ー ベ キ ュ ー 等 を 開 催 致 し ま し た。

そして、 前回非常に人気がありましたマネ ジメントセミナーを今年度も開催いた し

ま し た。

次代を担う企業人 として、 日々忙 しく 駆け回って いる私 たちは、 他の部署を垣間見

る 機 会 が な か なか あ り ま せ ん。 そ ん
な 観 点か ら、 営

業 の人 は現 場 を、 現 場 の 人 は 営 業

を学ぶ事により、 会 社の動きを知る大変貴重な勉強会となりま した。

参加してみたくなる ような事業、 参加して 良かった と思 える事業を開催するために

は会員一人一人の意 見が重要です。 それぞれの事情により なか なかその 場へ来ること

が難 しい という方もい ると思いま すが、 参加の方法 はさま ざまで良い と思いま す。

その場に来ることが出来なくても 電子メール等の活用 で意見を述べていた だくことも

可 能 だ と 思 い ま す。

是非一度青年部事業に参加 して いた だき、 共に活動をしていく ことで 未来の千葉市

を 創 造 して い き ま し ょ う。



（２８） （協）千葉電設協会だより

第５５回電設協会 ゴルフコンペ

平成１６年１０月１４日 ミルフィーユカン トリークラブに於いて千葉電 設協会のゴルフ

コ ン ペ が 開 催 さ れ ま し た。

今 回も６組 （２２名） の参加者があり盛大に行う事が出来ました。

最 近、 大 型 台 風 に よ る 被 害 が 続 いて い る 中、 こ の 日 は５
５回 目 の 記念 す べき 協 会 の コ

ンペ と知り、 台風 も遠慮したのかとて も良 いお天気でした。 翌日はまた大型台風が 日

本上陸とのニュース が流れており、 これも日頃皆様の行いが （？） 良かっ たのでしょ

う ！ ！ 今 回 も優 勝、 ２ 位、 ３ 位 … 残 念 な が ら 該当 しな か っ た 人 も ・ … 楽 し い

一 日 で し た。

（久保昭雄）

勝

位

位

優

２

３

伊 藤 電 業 ㈱

㈱ カ タ デ ン

滝ロ電気工業㈱

伊 藤 征 司 さん

片 岡 久 官 さん

滝 口 正 彰 さん



（協）千葉電設協会だより （２９）

第１１回麻雀大会開催

今年の夏は、 昨年 と異なり猛暑となりま した。 今大会は土曜日で したが多数の会員

が参加し、 恒例 の麻雀大会 （８／２１） が錦 こいで開催されました。 室外の暑さと 同様、

勝負が開始さ れると室内は倍以上の暑さ となりエアコンが効かな いほどで した。

時 間 の たつ の も 忘 れ１ 回 戦、 ２ 回 戦、 ３ 回 戦、 決 勝 戦 と 進 行
し和 やか な う ち に 優 勝

が 決 ま り、 次 回 も 多 数 の会 員 が参 加 す る こ と を誓 い、 閉 会 致 し ま し た。

（宍倉昌信）

優 勝 ㈲進和電気 小野田 藤 蔵 さん

２ 位 旭 電 工 ㈱ 岩 井 良 之 さん

３ 位 ㈱ 栄 光 社 大 角 俊 徳 さん

毅

… 一 ㌔詞㈱麗騨職
翻 礁 も

．一＿＿ ＿

繋
輪
謙
墾 糠

， 一漁

φ

、

Ｌ



（３０） （協）千葉電設協会だより

３ ８９１９１１１闘ｌｏｌ腿ｌｌｌｌｏｏｌｏｌ６１１００１１０ 闘ｌｌｌｌｌｌｌｌＩｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｏｌ闘ｌｌｏｌｌｇｌｌｏ闘 ｌｌｏ 網 闘ｏｌｏｏｏｌｏＩ巳１曹Ｉｌｌｌｌｌｌ９ｌｌｌｌｌＩｌ囲９１９１９１ Ｌ

： 二」ｌＩｌｌｌｌ闘 開ｌｌｌＩｌＩｌＩＩｏｌｏｏｌｏｌｌｌｌ 開ｌｌ闘１ＩｌｌｌｏＩｌＩ闘６９１ＩＩｌ闘１８１１Ｉｏｌｌｌ闘 Ｉｌｌｇｌ闘ｌｏｏｌｌｌｏｌｌｌｌｏｌｌｌｌｏｌｌ５１１１１６０鮪Ｉｌｌｌ ‘ ＝

難 災害対策連絡網が再整備されました 巽

今 年 度 も全 組 合員 に、 人 材 ・ 資 材・ 機 材 等の 供 給 体 制 を 調 査 し、 連 絡網 の

更 新 を 致 しま した。

この供給体 制や連絡網は、 千葉市の各関係部署に配布されてお ります。

又，組 合 員の 皆 様 にも、 す
で に 送付 さ れ て お り ま す の で、 各 企 業 に お いて も

全社員に周知 徹底をお願い致します。

今 年 は、 特
に 大型 台 風 に よ り 人 命 ま で 奪わ れ、 か な り の 被 害 ・ 損 害 がで ま

した。 相 次 ぐ自 然災害の中、 新潟県 中越地震 が発生、 何 日にもよる 余震に

不安 と疲労とス トレス が重なり 被災 者にとって 過酷な 日々 が続 いており、

二次災害の危 険もあることから救援活動も困難を強 いられています。

各専門 家より、 災害に対す る住民 の関心が 低いと指摘さ れる 中で、 我々

１人ひとりが 普段か ら安全意識を向上し、 いつ起こるか分からない時の災害

や 事 故 へ の備 えを 確 認 し、 心 が け た い も の
で す。

さて
、 千 葉 電設

協 会 で は
、
千 葉 市 と 「防 災協 定」 を 結 ん で をお り、 も しも

の時の安心・安全体制に 協力しております。 加 えて、 「地球環 境保全協定」

を締結しており、 環境問題に対して も関心 が高く、 社会貢献に努 力しており

ますので未加 入の企業は進んで参加して下さい。

用 意 周 到 … 必要最低限物資の確保 …

防災協定、 環境協定等、 不明な点は事務局までお 問い合わせく ださい。

災 害 時 に備 え、 日 頃か ら 会 社 内 や 家 族 で よく 話 し 合っ て お き ま し ょ う。

＝ ５１１開１８１腿ｌｏ開ｌｌ謄１１０１１１００Ｉｌ鱒 ＯｌＩ

罰ｌｌｇｌｌｌｌｌｌｌ量ｌｌＯｌｌｌｌｇｌｌｌｏ６０１１０ｌｌｌＯｌ

１９１１１１１１１１０１０５０１０１０１０１１１１１闘 ｌｌｌ屍 ：

ｌｌｌｌｌｌＩｌ●ｌｌｌ 闘ｌｌｌｌｌｏＯｌｌｌ 闘 朋 １０ 闘１ 霞



（協）千葉電設協会だより （３１）

事務局だより

囹 住所変更

（組合員）

Ｈ１６． ５ 月 株 式 会 社 栄電
社

（新） 千葉市中央区星久喜町１４５番地１

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２０８－２０３０ （Ｆ Ａ Ｘ） ２０８－３０５０

（旧） 千 葉 市 中 央 区都 町１２６４番 地 ２－Ａ－６０８

（賛助会員）

ＨＩ５
．
１２月 中 立 電 機 株 式 会 社

（新） 千葉市中央区中央 ４丁目１７番３号 袖ヶ浦 ビル８ 階

（旧） 千葉市中央区中央 ４丁目１２番・１２号 金剛ビル４階

Ｈｌ６
．
９月 藤 長 電 気 株 式 会 社

（新） 千葉市中央区栄町４２番ｌｌ号 日 本企業会館７ 階

（ＴＥ Ｌ） ２２３－６６３１ （Ｆ Ａ Ｘ） ２２３－００１３

（旧） 千葉市稲毛区黒砂１丁目５番１４号

Ｈｌ６．
９月 ミ ヤ コ 電 機 株 式会 社

（新） 千葉市 中央 区南生実町ｌｌｌ６番地２

（旧） 千葉市 中央区松ヶ丘町２０番・４号 松ヶ丘ガー デンヒル２階

囹 代表者変更

（組合員）

Ｈｌ５．
１２月 有 限 会 社 黒 田 電 気 商 会

（新） 代表取締役 黒 田 佳 孝
、
氏

（旧） 代表取締役 黒 田 幹 夫 氏



（３２） （協）千葉電設協会だより

Ｈ１６
．・
６ 月 株 式 会 社 千 葉 ケイ テ ク ノ

（新） 代表取締 役社長

（旧） 代表取締 役社長

Ｈ１６． ７ 月 松戸 電 気 株 式 会 社

（新） 代表取締 役社長

（旧） 代表取締役

Ｈｌ６
．
８ 月 環 境 テ ク ノ ス 株 式 会 社

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

（賛助会員）

Ｈ１５
．
３ 月 能 美 防 災 株 式 会 社

（新） 千葉支社長

（旧） 千葉支社 長

Ｈｌ５． ４月 株式会社 村田電機製作所

（新） 代表取締 役

（旧） 東京支店長

Ｈ１５． ７月 ミ ツ ワ 電 機 株 式 会 社

（新） 千葉支店長

（旧） 首都圏特機営業部営 業第四部長

Ｈｌ５． １０月 首都圏松下電材 システム 株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営 業所長

Ｈｌ６． ３ 月 Ｄ Ｘア ン テナ 株 式会 社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支店長代理

柳 谷 明 悦 氏

野 本 淳 一 氏

村 田 研 亮 氏

松 戸 與 亮 氏

大 野 良 郎 氏

古世古 収 氏

氏

氏

平

雄

孝

繁

越塚

岡

氏

氏

治

人

清

文

島

光

北

真

氏

氏

忠

忠

榊

榊

氏

氏

卓

一純

本

内

松

木

氏

氏

和

和

俊

俊

原

原

平

平



（協）千葉電設協会だより （３３）

Ｈｌ６
．
１０月 東 芝 ライ テ ッ ク 株 式 会 社

（新） 千 葉営業所長

（旧） 千 葉営業所長

唐 島 浩 昭 氏

池 田 雅 彦 氏

囹 社名変更

Ｈ１６． ４月 （新） 東芝電材マーケ ティ ング 株式会社

（旧） 首都圏東芝電材 株式会社

囹 退 会

（組合員）

・ ㈱ 水 沼 電 業 社

・ オ リ オ ン 電 気 工 事 ㈱

（賛助会員）

・㈱愛知 電気 製作所

・ 千 葉 デ ー タ 通 信 ㈱

平 成１５年１２月 ２ 日 付 にて 退 会さ れ ま し た。

平 成１６年３ 月３１日 付 に て 退 会 さ れま した。

平 成１５年 ３ 月３１日 付 に て 退 会さ れま した。

平 成１５年１２月３１日付 に て 退 会 さ れ ま し た。

．

Ｌ



（３４） （協）千葉電設協会だより

入札結果報告
Ｈ １５
．
１１
．
１ ～ Ｈ １６

．
１０
．
３１

単位 千円

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札 金額

Ｈｌ５．１１．６ 千 葉市 萩台町７３号線歩道照明灯設置工事 聖 電 社 ７
，
６９８

１１
．１２

〃 花見川図書館受変電設備改修 工事 岡 田 電 気 工 事 ３，８３０

１１
．
１２ 〃

磯 辺 茂 呂 町線 道 路 照 明 灯 設 置

工 事 （そ の ２）
黒 田 電 気 商 会 ２

，
３５０

ｌｌ
．
１８ 〃

市 営 住 宅 星久 喜 町 第 ２ 団 地 建

替 事 業 防 犯 灯 設 置工 事
川 島 電 気 設 備 ４

，
３１６

ｌｌ
．
１８ 〃 消防局 消防艇電源 供給設備工 事 成 田 電 機 ２

，
８００

１１．１９ 〃 蘇 我 町 線 照 明 設備 工 事 奄 美 電 設 １７，９９０

１１．２５ 〃
磯 辺 茂 呂 町 線 （赤 井 地 区） 道

路 照 明 灯 設 置 工事
アイシン電気工事 ６６，９５０

ｌｌ．２６ 〃
花 見川 サイ ク リ ン グ コ ース 照

明 灯 設 置 工事
笈 川 光 和 電 気 ２

，
５５０

１１
．
２６ 〃

南 部 浄 化セ ンタ ー 水 処 理 施 設

屋 外照 明 設 備工 事
成 田 電 機 ２

，
７５０

１１．２７
〃 塩田町誉田町道路照明灯設置工事 城 南 電 設 企 業 １４

，
８００

１２
．
３ 〃

園 生 町１０９号 線 他 ３ 道 路 照 明

灯 設 置 工事
金 丸 電 機 ２

，
４３８

１２．３ 〃
美 浜 長 作 町線 道 路 照 明 灯 設置

工 事 （そ の １）
染 谷 電 気 商 会 ４

，
０６０

１２．９
〃

美 浜 長 作 町 線 昇 降 機 設 置 他 電

気 設 備 工 事 （そ の２）
粟 飯 原 電 気 ３，５８０

１２．１０ 〃
美 浜 長 作 町 線 道 路 照 明 灯 設 置

工 事 （そ の ２）
安 藤 電 気 工 事 １０

，
７４０

１２．１０ 〃
中 央 浄 化 セ ン タ ー ２ 系 流 入 濁

度 計 更 新 工 事
双 葉 電 設 ５

，
４５０

１２
．
１６ 〃

南 部 浄 化 セ ン タ ー Ｂ 系 列 反 応

タ ン ク ス テ ッ プ 流入 量 計工 事
奄 美 電 設 ４

，６
５０

１２
．
１６ 〃

ひ び 野 幕 張 町 線 他 ８ 道 路 照 明

灯 設 置 工 事
寒 川 電 業 ４

，
５８０

１２．１６ 〃 花島公園第１駐車場電気設備工事 広 尾 電 設 ３
，
１２０

１２
．１８

〃
美 浜 長 作 町 線 道 路 照 明 灯 設 置

工 事 （そ の ３）
橋 本 電 業 社 ２１

，５
００



－

Ｌ

（協）千葉電設協会だより （３５）

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

１２．１８ 千 葉市
宮 野木 町１５号 線他１２道 路 照明

灯 補 修 工 事
笈 川 光 和 電 気 ７，２５０

Ｈ１６．２．４
〃

坂月 町谷 当 町 線道 路 照 明 灯設

置 工事
陣 野 電 設 ６

，
０４８

４
．
２８ 〃 千葉市斎場新築進入路電気設備工事 千 秋 電 気 ５

，
７８０

４．２８ 都市整備公社
若 葉 区 役 所 泉 市 民セ ンタ ー 外

灯 設 備 他 工 事
双 葉 電 設 ５

，
７２０

５．２５ 千：葉市
み つ わ 台 中 学 校 外 部 改 造 電 気

設 備 工 事
聖 電 社 ２

，
４６０

５．２８ 〃 余熱利用 施設新築 電気設備 工事
石本電設 工業・

セイコー電設ＪＶ
２億４６，
２１１

６．１ 〃 星久喜中学校受変電設備改修工事 川 島 電 気 設 備 ４，３５８

６
．
１ 〃

高 洲 第 一 小 学 校 外 部 改 造 電 気

設 備 工 事
安 藤 電 気 工 事 ３

，
９２８

６．２
〃 新宿中学校大規模改造電気設備工事 豊 田 電 気 ３６

，
９８０

６．２
〃 栄町１号 線道路照 明灯設置工 事 協 同 電 業 社 １４

，
３５０

６
．
２ 〃 星久喜小学校構造改修電気設備工事 渡 辺 電 気 工 業 １１

，
３８０

６． ９
〃

宮 野木 小 学 校 大規 模 改 造 電 気

設備 工 事
黒 田 電 気 商 会 ２２

，
６００

６
．
１６ 〃

弁 天 小学 校 屋 内 運 動場 改 築 電

気 設 備 工 事
千 葉 塚 田 電 気 ２８

，
７００

６．１６
〃 千葉市斎場新築外構電気設備工事 北 進 電 設 ２２

，
０００

６．２２
〃 市庁舎給水設備改修電気設備工事 成 田 電 機 ３，１００

６
．
２３ 〃

（主） 千葉 茂 原 線 道 路照 明 灯

設 置 工事
奄 美 電 設 ４

，７５０

６．２３ 都市整備公社 打 瀬 小 学校 増 築 電 気 設 備 工
事 高 率 電 設 ２１

，
４８０

６．
２３ 〃

稲毛区役所山王・六方市民センター

（仮称）整備事業新築電気設備工事
酒 井 電 気 商 会 ５

，
０００

６．３０ 千 葉 市
轟 町 中 学 校 ク ラ ブハ ウ ス 改 築

他 電 気 設 備 工 事
西 千 葉 電 設 ８

，
７００

７．
６ 〃 浜田４号線他６道路照明灯設置工事 京 葉 工 業 ３

，
４００

７．６ 〃 生浜西小学校給水設備改修電

気設備工事
汐 浜電 設工 業 ２，６５

０



（３６） （協）千葉電設協会だより

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

７．７ 千葉市
（主） 浜 野四街道長沼線道路
照明灯設置 工事 北 斗 電 業 ５，３８５

７．７
〃 椿森弥生町線歩道照明灯設置工事 ヒカル電気工業 ４，９４７

７．７
〃

Ｊ Ｒ 土気 駅 自 由 通 路 昇 降 機 電

気 設備 工 事
金 高 電 設 工 業 ７

，
３７０

７．７ 都市整備公社
川 戸 小 学校 外 １ 校 高 圧 ケ ー ブ

ル 改修 工 事
コ ス モ デ ン キ ５，０７９

７．１３
〃 越智小学校高圧ケーブル改修工事 北 園 電 業 ３

，
３８０

７．１４ 千葉市
蘇我雨 水ポ ンプ場発電機 始動
用 蓄電池更 新工事

奄 美 電 設 ４，８００

７．
１４ 都市整備公社 生浜中学校高圧ケーブル改修工事 渡 辺 電 気 工 業 ５

，
３９０

７．２０ 住宅供給公社
市営住宅鎌 取団地給水施 設電
気設備改修 工事

千 秋 電 気 ３，７６０

７．２１ 千葉市
南部蘇我公園 （仮称） 便 所新
築他電気設 備工事

コスモ デ ンキ ３，０５０

７．２８ 〃 山王小学校 受変電 設備改修工 事 広 尾 電 設 ４，５２０

８．６ 〃
美 浜 区地 区 ホ ール・保健 福 祉 セ
ンター（仮称）新築電気設備工事

四 電 工 ・

千 葉 電 気 Ｊ Ｖ
５億６０，
０００

８．１８ 〃
花 見 川 図 書 館花 見 川 団地 分 館、 花 見川

市 民セ ンタ ー 及 び青 少 年補 導 セ ンタ ー

北 分室 複合 施設太 陽光 発電気 設備 工事

笈 川 光 和 電 気 １３，５１０

８．１８
〃

塩 田 町 誉 田 町線 他 １ 道 路 照 明

灯 設 置 工 事
渡 辺 電 気 工 業 １５

，
６８０

８
．
１８ 〃

平 和 公 園 Ｃ 地 区 便 所 新 築 電 気

設 備 工 事 （そ の ２）
吉 田 電 設 ｌｌ

，
３００

８．１８ 〃
中 央 卸 売 市 場 青 果 棟 太 陽 光 発

電 設 備 工事
新 千 葉 電 設 １３

，
４６０

８．
１８ 〃

（主） 長 沼 船 橋 線 道 路 照 明 灯

設 置 工 事
金 丸 電 機 ５

，
５４５

８
．
２５ 〃

鎌 取 第 六 小 学 校 （仮 称） 太 陽

光 発 電 設備 工 事
千 葉 電 業 社 ２１

，
１８０

８．２５ 〃 検見川 町１号線歩道照明設置工事 小 原 電 気 商 会 ｌｌ
，
１７２

８．２５ 〃 磯辺茂呂町線道路照明灯設置工事 大 東 電 設 １１
，
７００

８．２５ 〃 神明公民 館太陽光 発電設備 工事 カ タ デ ン １３
，
７００

８．２５
〃

若 葉 区 保険 福 祉セ ンタ ー

（仮 称） 太 陽光 発 電 設 備 工 事
日本ライ ト電商 １５

，
９００



（協）千葉電設協会だより （３７）

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札 金額

８
．
３０ 都市整備公社

打 瀬 第 三 小 学校 （仮 称） 新 築

電 気 設 備 工 事

栄光社・京葉エフ

デ ィ ケ ー Ｊ Ｖ
１億８７，
９７０

９．１ 千葉市
市営住宅 白幡団地改善事 業電
気設備工事

木 村 建 設 ２６，７００

９．１
〃 美浜長 作町線側 道電気設備 工事 岡 田 電 気 工 事 ４

，
９３０

９．１
〃

中 央浄 化 セ ンタ ー 無 停 電 電 源

装置 用 蓄 電 池 更 新 工事
成 田 電 機 ８

，
５２０

９
．
８ 〃

（主） 浜 野四 街 道 長 沼 線 他 道

路照 明 灯 設 置 工 事
粟 飯 原 電 気 ５，７９９

９．１５ 〃
花 島公 園 公 園 セ ンタ ー （仮 称）

外構 電 気 設備 工 事
京 葉 工 業 ２２

，
１７０

９．１５ 〃
お ゆ み 野８０１号 線 道 路 照 明 灯

設 置工 事
太 陽 電 設 ４，１８０

９．２２ 住宅供給公社
市営住宅 高浜第１団地 給水施
設電気設 備改修工事

新 千 葉 電 設 １，３８０

９．
２９ 千 葉 市 幸町第二小学校受変電設備改修工事 ヒカル電気工業 ４

，
４５０

１０．６
〃

花 見川 第 一 小 学 校 受変 電 設 備

改修 工 事
染 谷 電 気 商 会 ７

，
２４８

１０．６
〃

花 島 公 園 車 庫 ・ 倉庫 新 築 電 気

設備 工 事
松 戸 電 気 ５

，
５４８

１０．１３ 都市整備公社
登戸小学校通級指導教室改修

その他電 気設備工事
寒 川 電 業 ３，１００

１０．１８ 千葉市
幕張西小学校大規模改造電気

設備工事
桜 田 電 設 ４７，３５０

１０．２０
〃 誉田小 学校受変電 設備改修 工事 千 葉 電 業 社 ４，３０９

１０．２１ 〃
旧千葉県立幕張東高等学校改

修電気設備工事
大 東 電 設 １０，８００

１０．２６
〃

白井 公民 館・若 葉図 書館 泉 分館

（仮 称）新 築電 気設 備工 事
伊 藤 電 業 ６３

，
８１９

１０．２６
〃

稲毛区長沼コミュニティセンター

（仮称）新築電気設備工事
関 工 電 設 工 業 １億６２

，
０００

１０
．
２６ 〃 桜 木 園 改 築 電 気 設備 工 事

橋 本 電 業 社 ・

滝口電気工業ＪＶ
２億４２，０００

１０．２６
〃

花 島 公 園 弓 道 場 新 築 電 気 設 備

工 事
栗 飯 原 電 気 ４

，
５７０

１０
．
２７ 〃

大 椎 ポ ン プ 場 流 入 ゲ ー ト改 良

工 事
大 信 電 業 ３８

，
８００

１０．２７
〃

新 田 町 村 田 町 線他 ５ 道 路

照 明 灯 設 置 工 事

、
北 陽 電 機 産 業 ５

，
２９０



（３８） （協）千葉電設協会だより

國 園 國 圃

第１９号 の機関紙の編集にあたり、 心のあたたまるたくさんの御寄稿、 そ して御協力

を いた だ き、 誠 に 有 難 う ござ い ま し た。 心よ り 御 礼 申 し上 げ ま す。

建設業 界も景気回復の見通しが立たない長期 低迷のなか、 今年はオリン ピックで日

本 選 手団 が 大活 躍、 メ
ダル ラ ッ シ ュ と なり、 そ して、 私 たち に も たく さ ん の感 動 と 活

力 を 与え て く れ ま し た。

私 た ち もメ ダリ ス トに 負 け な いく ら い、 明 日 を信 じ、 明 る く 一 所 懸 命頑 張 りた い と

思 いま す。

今後 とも皆様からの ご意見、 ご感想等をお待ち申 し上げております。

（田中 宏幸）

多 （ 多ヒ＝ 多 （ 多 （： 多 突＝ 勿 ＝ 多 （ 多ヒ ＝ 多ヒ ＝ 多 （ 多 突 ＝ 多 窯＝ 多 （ 多そ＝ 多ヒ＝ 多 （ 多 ヒ＝ 多突＝ 多 聚 ＝

尽 慧

慧
皆様との交信 はメ ールを活用 した いと思 いますので、 会社でメール

慧

尽 慧

慧 ア ドレス
をお持 ちの方は、 千葉電設協会宛送 信頂けますようお願い致 慧

尽 し ま す。

慧 尽

慧

メ ー ル ア ド レ ス ｄｅｎｓｅｔｓｕ＠ｃｈｉｂａ－ｄｅｎｓｅｔｓ凱 ｏ「・ｊｐ
慧

尽 慧

多（ 多（ 多（ 笑 久 多（ 多（ 多（ 多（ 多（ 久 多（ 笑 炎 笑 藝



Ｌ

電 設 資 材 総 合 商 社

主 要 営 業 品 目一
電線管 及び 附属品一 式・照 明器具 ・配線器 具

電 線 ・ 受 変 電 設 備 ・ 配 電 盤 ・ 分 電 盤

空 調 設 備 機 器 ・ 住 宅 設 備 機 器 ・ 通 信 機 器

並 び に 内 外 線 電 気 工 事 材 料 一 式

松 下 電 工 株 式 会 社 代 理 店

新東京電材株式会社
本 社 東 京 都 墨 田 区 向 島２－２２－５ ＴＥＬ．０３（３６２３）７００１㈹

千 葉 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬ．０４３（２６４）１１２１㈹
ＦＡＸ。０４３（２６４）１１２６

千葉特機営業所 千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬＯ４３（２６４）１１２１㈹
ＦＡＸ．０４３（２６４）１１２６

東 営 業 所 柏 市 西 原 ７ － １ － ３ ＴＥＬ．０４（７１７８）５５１１㈹
ＦＡＸ，０４（７１７８）５００５

成 田 営 業 所 富 里 市 日 吉 倉 ４ ７ － ２ ＴＥＬＯ４７６（９３）５１１１㈹
ＦＡＸ．０４７６（９３）５１１５

茂 原 営 業 所 茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １ ＴＥＬＯ４７５（２２）５１８１㈹
ＦＡＸ．０４７５（２２）５８８１

君 津 営 業 所 君 津 市 中 富 ９６５－１ 富 士 ビ ル ＩＦ ＴＥＬＯ４３９（５４）８１１１㈹
ＦＡＸ．０４３９（５４）８

０８８

配管機材営業所 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＬ．０３（３６２４）４３３１㈹
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

中 央 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＬＯ３（３６２４）４３３１㈹
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

電 設 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＬＯ３（３６２４）４３３１㈹
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

茨 城 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 虫 掛 東３７０６－ １ ＴＥＬ．０２９（８２３）７３７１㈹
ＦＡＸ
．
０２９（８２３）０５２８

池袋電材営業所 東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ －３６－ ８ ＴＥＬ．０３（３９５５）８１４１㈹
ＦＡＸ．０３（３９５５

）８１５２

特 機 営 業 所 東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ －３６－ ８ ＴＥＬ．０３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ．０３（３９５５）８１５２

特 販 営 業 所 東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ －３６－ ８ ＴＥＬＯ３（３９５５）８１４１㈹
ＦＡＸ
．
０３（３９５５）８１５２

多 摩 営 業 所 東京 都東久留 米市八 幡町２－１３－２９ ＴＥＬＯ４２４（７５）５５５０㈹
ＦＡＸ
．
０４２４（７５）２４９０

南多 摩 営業所 東京 都東久 留米市八 幡町２－１３－２９ ＴＥＬ．０４２４（７５）５５５０㈹
ＦＡＸ
．
０４２４（７５）２４９０



電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防 火 戸 設 備 ・ 防 犯 設 備 ・

マ ンショ ンＨ Ａ設 備 その 他弱 電 シス テム 〈設計 ・ 施 工・ 保 守管 理〉

＠ ＳＥＭＯ

株式会社

ＧＲＯＵＰ

関 東扇港 電機

●本 社 〒２６２－００４５ 千葉市花見川 区作新台４－１３－１２

●千 葉 西 営 業 所 〒２６２－００４５ 千葉 市花見川 区作新台４－１３－１２

●北 総 営 業 所 〒２８５－０９２７ 印旛 郡酒々井 町酒々井１６０４－１

●東 都 営 業 所 〒２７３－００３５ 船橋市 本中山５丁目２－１９

●千 葉 中 央 営 業 所 〒２６０－０００１ 千葉市 中央 区都町３丁目２３－３

●旭 営 業 所 〒２８９－２５３１ 旭 市井戸野字 大島３５９番地

●東京 特 需 営業 所

●千 葉 Ｓ Ｅ 営 業 所

〒１１０－００１６ 東 京 都 港 区 浜 松 町 １－２－４

住友 不動産東 新橋 ビル ６号館６Ｆ

〒２６２－００４５ 千 葉市花見川 区作新 台４－１３－１２

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４２６２

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４７００

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （４９６） ２６６１

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （４９６） ６９４０

Ｔ Ｅ Ｌ：０４７３ （３４） ９０３１

Ｆ Ａ Ｘ：０４７３ （３４） ９０３９

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２３１） ７３９７

Ｆ Ａ Ｘ：０４３ （２３１） ７６６６

ＴＥＬ：０４７９ （６３） ７６９１

ＦＡＸ：０４７９ （６３） ７６６６

Ｔ Ｅ Ｌ：０３ （５７７７） ６５５５

Ｆ Ａ ＸＩＯ３ （５７７７） ６５５６

Ｔ Ｅ Ｌ：０４３ （２５７） ４２６２

ＦＡ Ｘ：０４３ （２５７） ４２６４



電 材 卸 商 社

ヤマト電機株式会社

〃

取扱商品… 照明器具、 電線、 電線管及び付属、 配線器具、 高低圧配電機器、

電柱及びコンクリート製品、 情報通 信視聴覚共聴機器、 空調・換気・

送風機器、 環境機器その他

千葉営業所 〒２６０■００２８ 千葉県千葉市中央区新町 ２２－２０

ＴＥＬ Ｏ４３－２３８－０１１１ ＦＡＸ Ｏ４３－２３８－０１３３

労

霧

本 社 〒１７９→ＤＯ７４ 東京都練馬区春日町 ２－１牛８

正Ｌ Ｏ３－３９７０－６４１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９７０－６４１４

【 営 業 所 】

東 営 業 所

中 央 営 業 所

さいたま営業所

武蔵野営業所

渋 谷 営 業 所

足 立 営 業 所

所 沢 営 業 所

川 口 営 業 所

府 中 営 業 所

練 馬 営 業 所

北 営 業 所

武蔵村山営業所

城 南 営 業 所

大 田 営 業 所

相模原営業所

朝 霞 営 業 所

城 東 営 業 所

横 浜 営 業 所

大 阪 営 業 所

福 岡 営 業 所

市 場 開 発 部

通 信 営 業 部

東 京 都 文 京 区 千 駄 木 ４－４－２４ 正Ｌ Ｏ３－３８２４－４５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３８２８ｒ５４５１

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 正Ｌ Ｏ３－５９８７－５２１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９７０－５１３０

埼玉 県 さ いた ま 市南 区曲 本 １－１－３２ ＴＥＬ Ｏ４８－８６６－１２１１ ＦＡＸ Ｏ４８－８６４－２３４８

東 京 都 武 蔵 野 市 西 久 保 ３－２６－５ 正ＬＯ４２２－５５ｒ４５１１ ＦＡＸ Ｏ４２２－５５－６２１３

東 京 都 渋 谷 区 恵 比 寿 ２－１３－１０ 正ＬＯ３－３４４傷４５１１ ＦＡＸＯ３－３４符 ４６９４

東 京 都 足 立 区 梅 島 ２－２２－１０ 正ＬＯ３ｒ３８５２－５３１１ ＦＡＸＯ３－３８５２－５４００

埼 玉 県 所 沢 市 緑 町 ２－１５－３ 正Ｌ Ｏ４２－９２８－４５１１ ＦＡＸ Ｏ４２－９２８－４５０９

埼 玉 県 川 ロ 市 新 井 町 ２５－２１ τＥＬ Ｏ４８－２２７－５４１１ ＦＡＸ Ｏ倫 ２２７－５４１５

東 京 都 府 中 市 府 中 町 ３－３－１０ 正Ｌ Ｏ４２－３６９－６５１１ ＦＡＸ Ｏ４２－３６９－５０８０

東 京 都 練 馬 区 高 野 台 ２－４－１４ 正ＬＯ３－３９９６－７５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９９〔ト６５６１

東 京 都 北 区 上 十 条 ４－２０－７ 正Ｌ Ｏ３－３９０５－７５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９０５」７７７８

東 京 都 武 蔵 村 山 市 神 明 ４－１２２ ＴＥＬ Ｏ４２－５６３－７５１１ ＦＡＸ Ｏ４２－５６３－７５１７

東 京 都 世 田 谷 区 桜 上 水 １－６－３ 正Ｌ Ｏ３－５３７４・・３４１１ ＦＡＸ Ｏ３－５３７４－８８１８

東 京 都 大 田 区 池 上 ４－１５－１６ 正Ｌ Ｏ３－３７５２「４５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３７５２－４２５５

神 奈川 県 相 模 原 市 千 代 田 ７－１３－８ 正Ｌ Ｏ４２－７６｝４１１１ ＦＡＸ Ｏ４２－７６９－５０６９

埼 玉 県 朝 霞 市 田 島 １－１７－３ 正Ｌ Ｏ 輔 ６ｒ３７１１ ＦＡＸ Ｏ４８－４５６ｒ３４６０

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ４－２７－９ 正ＬＯ３－３６９８－７２１１ ＦＡＸ Ｏ３ｒ３６９８－７２４０

横 浜 市 神 奈 川 区 三 ツ 沢 上 町 ６－６ 正ＬＯ４５－３１〔ト６１１１ 附（０４卜３１６－６１９６

大 阪 市 都 島 区 内 代 町 ４－３－２１ 正ＬＯ６－６９５８－３８１１ ＦＡＸＯ６－６９５６－１１１５

福 岡 市 中 央 区 大 名 ２－１０－３１－３０５ 正ＬＯ３－３８２４｝４５１１ ＦＡＸＯ３－３８２８与 巧１

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 正ＬＯ３－３９７０－６７１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９７０－６７３４

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 正ＬＯ３－３９７０－６４６４ ＦＡＸＯ３－３９７０－５４１５

所

■

■

溺

形

Ｌ
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１殺１ξ 強１ 昭和２７年１２月

纏ヨ１瑚嚥轍ｉｉｌ ３月３１Ｅヨ （年１回）

臨 鴫 灘 ４・７名（平成１５年３月３１日現在）

●

Ｆ 「
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００１

〆噛～｝．委己 一 葦
竃 ｕ ▲ α 膨
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㌔ 咳．．卜∫

話
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臣 Ｎ Ｖ
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Ｏ Ｎ ．岡 【 Ｎ Ｉ Ａ ＆

Ｍ ＡＮ 縄 ＥＭＥ Ｎ▼

０５ １

本 社 及 び 物流 センターに おい て

ｌＳＯ１４００１の認証を取得しています

１ ＿

１． 制 御機 器 の販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

２． 自 動 制 御 装置 の 販 売、 設 計 な ら び に講 負 工 事 お よ び 輸 出 入 業 務

３． 情 報 通 信 シス テ ム 機 器、 情 報 の 処 理、 情 報提 供 サ ー ビス お よ び こ れ ら

に 関 連 する ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発、 販 売 な ら び に 貸借

４． 電 子 機 器 な ら びに 電 子 部 品 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業務

５． 電 気 計 器 な ら びに 計装 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業務

６
．
電 気 工 事 材 料 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

７，空 調 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出入 業 務

８
．
通 信機 器 の 販 売、 輸 出 入 お よ びリ ー ス 業 務

９
．
事 務 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業務

１０． 上 記各 号 の 物 品 の 中 古 品 の 販 売

１１． 電 気 工 事業

１２
． 電 気 通 信 工 事 業

１３． 機 械 器 具 設 置工 事 業

１４
．
産 業 廃 棄 物 の 収集 お よ び 運 搬 業 務

１５
． 不 動 産 の 売 買、 交 換、 貸 借 こ れ ら の 仲 介、 所 有、 管 理 お よ び 利 用

１６． 上 記 に 附 帯 す る 一 切 の 業 務
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郵
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宮
宮
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篭

中

中

足
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販

営

営
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引

ス

し
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２

宮

宮

・

ネ

ね

ジ

華
・
躍
ト

イ

中

中

足

千

初

フ

賀 酪■電材 欝犠二邸
埼 玉 営
立 川 宮

横 浜 宮
広 域 電 柑 営 業 部

〒 １ １ ３－Ｏ Ｑ ３４

〒 １ １ ３－０ ０ ３ ４

〒 １ ２１ ・０ ８ ユ ６

〒 ２ ６０ －０ ０ ０ １

〒 １ １３ －０ ０ ３ ４

〒 １ １３ ・Ｏ Ｏ ３ ４

東京都 又京区湯 甥２－２ぞ

粟票都 文京 区湯 蝿２ぞ一２

乗 京 都 足 立 区 梅 島 ２・７・１５

干 葉 県 干 粟 而 中 央 区 都 町 ２・２ ３－１ ２

東 京 都 文 泉 区 湯 島 ２・２－２
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トシン電機株式会社

Ｖシンはお
客様の営業活動を応援しまず

〈 首都 圏に広がるグループ８４拠点のネットワーク〉

癬ｌｌｌｌ歯灘灘蹴
大将評１ トシンで安心シリーズ

第１弾 施工工事１年保証

第２弾 日本ヒルティ電動工具
１年間盗難保険付き

第３弾 松下電工充電工具
１年間盗難保険付き

第４弾 トシンライフカード

傷害保険付き
ト ρ≧ご’汀 粥 心

第５弾

第６弾

第７弾

オリジナルエアコン
５年間長期無料保証付き

オリジナル Ｗドアホン
１年間２万円のお見舞特典つき

オリジナ ル 換 気 扇（畷 群湖 脇晶）
３年 間 無 料保 証 付き

齢
錨

第８弾 オリジナル住宅用火災報知器
２年 間 ３万 円 のお 見 舞特 典 つき

１． あかりプランニングセンター
業 界 初、複 数メーカー混 合の 住 宅照 明プラン作 成

２． 換 気プランニングセンター

風 量計 算 等、換 気プラン作 成

３． 住まい・まるごとサポートセンター

鱒
Ｗ
隠

住ま い の あらゆる お悩 み に専 門 のコー ディネーター がお 応え 致しま

４． オー ル電 化ご相 談センター

需 要 が高 まるオ ール 電化 に関す る、様々 な疑問 やご相 談

に 専門 のプランナー がお 応えしま す。

５． 空 調 技 術 センター

戸 建から大型 物 件まで 設 計・見 積～ 取 付、 施工 管 理

６． 制御 機 器サービスセンター

制 御盤．ロボット製 作 等 制 御関 連 全般

７． 住宅環 境システム

太 陽 光 発 電・オ ー ル 電 化 他．ＨＡ、 弱 電 関 係

８． 建 材 課

住 宅 建材・住宅 設 備 機器 全 般 施 工協 力も致します。

懇
難

安心 はトシンから！
“安 心 シ リ ー ズ”と

“サ ポートセンター”が

お客様を応援します。

使 えます ！

トシンオリジナルのカタログ・チラシ

孟董欝‡類灘綴 瓢１；１職 端 丁 騰１
業鷺 歯す



地域に密着 した営業所ネッ トワーク

電設資材の総合商社

甜“『二７霊
主要代理店・特約店

東 芝ライテック㈱ ・ 松 下 電 工 ㈱

古 河電 気工 業㈱ ・三 菱 電 機 ㈱

・一一 … … 一一一一 … 一 一一一・ 取 扱 商 品 一 一 一一 一 一 一一一一一 … 一 一一
，

置 ■

ｉ 電 線 ・ ケー ブ ル・ 電 線管 ・ レー ス ウ エイ ・ 配 線 器 具 ・ 照 明 器 ｉ

ｌ 具 各 種 ラ ン プ 類 ・ 変 電 所 材 料 ・ 高 低 圧 配 分 電 盤 ・ エ ア コ ン・ １
冒 ｏ

ｌ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト ル ・ トラ ン ス 高 低 圧 コ ンデ ン サ ・ 非 常 ｌ
ｌ ■

１ 用 発 電機・イ ンタ ー ホ ン・ 防災 ラ ン プ電 動 工 具・電 気 温 水 器・１
腫 １

１ 住宅設備機 器・ 家庭電化 製品 １
， １

夢 ■ 一 罵 ■ ＿ ＿ ■ 一 一 一 一 一 一 ＿ ■ ＿ ＿ ■ 一 一 一 一 疇 一 ＿ ■ 一 一 一 一 一 冒 一 一 ロ ー 一 ■ 一 一 ８ ■ 一 一 隔 ロ ー ■ 一 一 一 一 一 ■ ・

【ネ ッ トワ ー ク】

川 ロ 営 業 所

荒 川 営 業 所

江戸川 営業所

墨 田 営 業 所

浦 和 営業所

足 立 営巣所

北 営業所

板 梧 営業所

中 野 営業所

練 馬 営業所

豊 島 営業所

中 央 営業所

文 京 営業所

越 谷 営業所

成 増 営業所

品 川 営業所

杉 並 営業所

松 戸 営業所

春日 都 営 業 所

川 越 営業所

船 橋 営業所

市 川 営業所

０４８－２５１－４６５１ 〔代）

０３－３８９４－５１７６ （代）

０３－３６５３－９ ４４１ （イ俺）

０３－３６３６－５８４ Ｈ 代）

０４８－８５７－３１０１ （代）

０３－３８８０－６４ ２１ （ 代）

０３－３９０３－１ ８６２ （ 代）

０３－３９７３一τ８１１ （代）

０３－５３５０－３１８１ （代）

０３－３９９８－５４０２ （ 代）

０３－３９８４－７４９１ （代＞

０３－３５５１－９３２１ （代）

０３－３８１５－３６４１ （イ℃）

０４８－９６６－８８２２ （イ℃）

０３－３９３８－２４１１ （代）

０３－３７８４－０３５１ （代）

０３－３３３２司１９１ （代）

０４７－３４４－２１６１ 〔代）

０４８－７６１－２５１１ （ 代）

０４９－２２５－４０４０ （代）

０４７－４６６－２１９１ （代）

０４７－３３５－３１０１ （代）

埼 玉 県川 ロ市 川 ロ ５ －１ ５ － ２ ８

東 京 都 北 区田 端 新 町 ２ －８ － ４

東 京 都 江 戸川 区松 本 ２ －３ ８ － ６

東 京 都 江 東 区 大島 ２ － ３－ １ ６

埼 玉 県 さ い た ま市 桜 区 中島 ２ － １０ － ９

東 京 都 足 立 区 梅田 ６ － １０ － １ ０

東 京 都 北 区神 谷２ － ３ ８－ １ ０

東 京都 板 橋 区 穴谷 ロ 北 町１ ９ － ６

東 京都 中 野 区 南台 １ － ２－ １

東 京都 練 馬 区 中村 ２ － ２ ９－ ５

東 京都 豊 島 区 東池 袋 ３ － ２ ３－ ２ ３

東 京都 中 央 区 八丁 堀 ２ － ２ －１ １

東 京都 文 京 区 小 石川 ５ － ３ ８－ １ ２

埼 玉県 越 谷 市 瓦曽 根 ２ － ６ －３ ４

東 京都 板 橋 区 赤塚 ４ － ２４ －２ ０

東 京都 晶 川 区 二葉 ４ － ２ －１ ２

東 京都 杉 並 区 松 庵 ２－ １ ５ －５

千 葉 県松 戸 市 馬橋 孚岩 崎１ ４３ ５ － ７

埼 玉 県春 臼 部 市 小 渕１ １ ４ ７

埼 玉 県川 越 市 山 田 ５７ １ － １

千 葉 県船 橋 市 薬 円 台１ － １ ８－ ４

千 葉 県市 川 市 北 方 ２－ ３４ －１ １

志 木 営業所

久 喜 営業所

東久留米 営業所

所 沢 営業所

立 川 営業所

川 ロ北 営 業 所

八 潮 営業所

大 宮 営業所

八王子 営業所

千 葉 営業所

府 中 営案所

世田 谷 営 業 所

大 田 営 業 所

市 原 営業所

干葉北 営業所

鴻 巣 営業所

足立北 営業所

目 黒 営業所

高 津 営業所

町 田 営業 所

港 北 営業所

０４８－４７４－４６２１ （代）

０４８０－５８－８０２１ （代）

０４２４一了３－４１１１ （代）

０４２－９２８－４７１１ （ 代 ）

０４２－５２７－６６０１ （ 代 ）

０４８－２６７－６８１１ 〔 代 ）

０４８－９９５一｛｝５７１ （ 代 ）

０４８－６５２－８４１１ （代）

０４２６－４２－６６６１ （代）

０４３－２５４－５７２１ （ 代 ）

０４２－３６９－５１１１ （代）

０３－３４３９－６２０１ （代）

０３－５７６３－６２１１ （代）

０４３６－６２－７２８１ （代）

０４３－４２４－２７１１ （ｆ℃）

０４８－５４１－７９１１ （代）

０３－３Ｂ５３－７０５１ （ 代 ）

０３－５４９６－８０６１ （ 代 ）

０４４－７５５－２７３１ （代）

０４２－７９２－３６５１ （ｆ死）

０４５－４７３－９１８３ （代〉

埼 玉 県 新座 市 東 北１ －４ － ２ ２

埼 玉 県 北葛 飾 郡 鷲 宮 町西 大 輪 ２４ ８－ １ ０

東 京 都 東久 留 米 市 柳 窪４ － ３ － ２１

埼 玉 県 所沢 市 南 住 吉１ － １ ３

東京 都 立川 市 冨 士 見 町６ － ４ ７ － ２０

埼 玉 県 川ロ 市 柳 崎１ －２ － ２ ８

埼 玉 県 ハ潮 市 鶴 ヶ 曽根 ５ ８ － ２

埼 玉 県 さい た ま 市 北 区宮 原 町 １－ ５５ ８

東 京 都 八王 子 市 明神 町１ － ２ ５ － ８

千 葉 県 千葉 市 中 央区 弁天 ３ － ６ － ４

東 京 都 府中 市 白 糸台 １ － ２ ０ －１２

東 京 都 世田 谷 区 新町 １ － ３ ５ －１ ０

東 京 都 大田 区 大 森北 ３ － １ － １ ０

子 葉 県市 原 市姉 崎海 岸 耳 ０ ９ － ２

千 葉 県 千葉 市 稲 毛区 小深 町 １ ３ ３ －２

埼 玉 県 鴻巣 市 宮 地４ －２ － ５

東 京 都 足立 区 舎 人１ －１ ０ － ２ ０

東 京 都 目黒 区 下 目 黒 ２－ １ ０ －１ ０

神 奈川 県川 崎 市 高 津 区子 母 ロ ３ ８ ５

東 京都 町田 市 根 岸 町 ２ ９ ８－１

神 奈川 県横 浜 市 港 北 区新 横 浜 １ － １ ６ － ２

小島電機工業株式会社
〒１１４－００１２ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－１１ 魯０３ （３８９４） ５１５１ （大 代 表）



ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進一
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 線 ・ 電 線 管 及 附 属 品 ・ そ の 他 電 気 工 事 材 料

東芝電材マーケティング株式会社
首都圏電材社

干葉支店 千葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０－ｏｏ２４ ＴＥＬ Ｏ４３一（２４２）一８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３一（２４２）一８１４８

千葉第一営業所

千葉第二営業所

千葉第三営業所

船橋営業所

市川事務所

佐原営業所

東金営業所

木更津営業所

◆首都圏電材社

◆本 社

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１

〒２７３－００３３ 船 橋 市 本 郷 町６６３－１０

〒２７２－００１４ 市 川 市 田 尻５－１５－１６

〒２８７－０００１ 佐 原 市 佐 原 ロー２０２８－６３

〒２８３－００６３ 東 金 市 堀 上２７４－１

〒２９２－０８０１ 木 更 津 市 請 西２－１－１２

〒２１０－０８３４ 川 崎 市 川 崎 区 大 島４－３－７

〒１１２－０００２ 文 京 区 小 石 川１－３－２１

日本 生命春 日町第ニビル

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４７－３１８－１１１１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３１８－１１１５

ＴＥＬ Ｏ４７－３１８－１１１１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３１８－１１１５

ＴＥＬ Ｏ４７８－５５－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７８－５２－１０４８

ＴＥＬ Ｏ４７５－５５－５４８１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７５－５５－５４８４

ＴＥＬ Ｏ４３８－３７－６１１４（代）

ＦＡＸ Ｏ４３８－３７－７３８０

ＴＥＬ Ｏ４４－２２０－３５９１（代）

ＦＡＸ Ｏ４４－２２０－３５６０

ＴＥＬ Ｏ３－５８０４－２３１１（代）

ＦＡＸ Ｏ３－３８１６－８７２１
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「

ｏ ● ●

溜い コミュニケーション

π 泌 ６ ７７ＺＬ乙ＤＸアンけがお殉す・ｒデジタ棚 糊 鱒・・旧印職

地上デジタル敏送時代へ，備え万全！
ＣＳ、ＢＳ分 野などでの先進 の技術により「デジタルのＤＸ」と

定解を得ているＤＸアンテナでは、近づく地上デジタル放送

時代 に向けても、積 極的に取り組んでいます。

◆ 広帯域・高性能ＵＨＦアンテナの主な特 畏

●ＵＨＦテレビ 帯（ｃｈ．１３～６２）の 全 帯 域 を 高 感 度 で キャッチ。 移 行 期 間 中（サ イマ ル 放

送）の アナ ロ グチャンネ ル 受 信 に も万 全 の 対 応。

● 専 門 メー カーな らで はの 合 理 化 機 構 により、組 み 立 て、設 置 工 事 が簡 単・ス ピー ディ。

● 高 品 質 ア ルミなど、各 部 に厳 選された 素 材 を用 い、耐 久 性 に富 む。（共 同 受 信 用 に は、

塩害などにも極めて強いステンレス製の機種も用意）

●

、、．
’、、、㌔

㌦、、

〆

／
＝

臨

／

共 同 受 信 用

共同 受信用ＵＨＦ全帯 域２０素子アンテナ

（ｃＭ ３～６２）

ｙ 家 庭 用

（左）家庭用ＵＨＦ全帯域１４素子アンテナ

（ｃＭ ３～６２）

（右）家庭用ＵＨＦ全帯域２０素子アンテナ

（ｃｈ．１３～６２）

一
当 邑 ・ …∋ ＝

・ＤＸア ンテナ ではこの ほか、高 性 能・高 出 力 ブースタから各 ■ ユニット、関 連 パーツまで．

デ ジタ ル 放 送 受 信に 最 適 の製 品 群をフ ルラインアップしています。

クリア 　 ロる
ＯＸアコテナ鵜賦 金社
本 杜ノ頼５２４●０７ 神 戸 市 兵 庫 区 浜 鮒 遇 ２ 看 １ ５ 号 Ｔａ‘０７８，６ ㎜ １㈹

脳 ㎜ 一 正１恐嗣 欄１助｝凪〔０３｝細１欄

ホームベーり ｈ盤Ｐ＝’ ㎞ ．ｄｘａｎｔｏｎｎａ．ＣＯ 拒 ’ 〆 圃圃
欄 ｏ ■漸 纂層 噂◎ 零絢餌 ■ 蟹

」０ 身喋禽鵡 」 ㈱ ６■■麟

ＤＸ ＡＮｍＥＮＮＡ



’「ＯＳ凹■ＢＡ あ したの光 で
“
ニ ニ ち よ も、

”
を創りま す

システム天井にジャストフィット。

「ネオグリッド」という発想が．オフィス照明を変える。

× 写 真 はイ メ ー ン 合 成 て す。

Ｆ
業界初！スリム角形蛍光ランプ

「ネオスリムＺスクエア」搭載

● Ｈｆ３２Ｗ 形 同 等１０３１ｍ／Ｗの 高効 率

● 約１５，
０００時 間 の 長寿 命

Ｘ ２００４ 年 ６ 月 現 在

一

’

標 準 の グリッドシ ス テ ム 天 井 に 対 応。 、，

器 具 セ ン ター へ 設 備 機 器 組 込 みも 可 能 で す。 。 高 最

● 天 井 グリット６００ｍｍ にフィット
７ 毫

：翼撫轟 … 繹
響警

センサ 非常 灯

白色 バッフ ル ＦＨＧ７０×１ 白色バッフル］一ナー部乳白板仕様 ＦＨＧ７０×１

総濃譲欝響襟１

驚織灘
譲簿轟 ぐ搾辱鋸聡愛癒
ＦＨ Ｍ・７１０ ６６ 推 奨ラン プ’ＦＨＧ ７０ＥＮ×１

ＰＤ２セミオ ーダー 備 考 ．６００グリノト 用

質 量 ：６ ０ｋｇ

ネ オグ リッドは無 廃 材

梱 包 シ ス テム を 導 入 して いま す。

Ｆ ＨＭ・７１０７６

ＰＯ２セ ミオーダー

駕

薩
璽
鷹

轟

㌦

禦
、

藷
縁

欄 寧

推 奨ランプ ＦＨＧ ７０ＥＮ×１

備 考 ：６００グリノド用

質 量
●
６ ０ｋ ｇ

膳
膨

東芝ライテ１リク株式会社
ｈｔｔｐ 〃 ｗ ｗ ｗ ｔｌｔ ＣＯ ＩＰノ

電 材 照 明 社 電 材 首 都 圏 統 括 部 〒↑４０－８６４０ 東 京 都 品 川 区 東 品 川４３１ＴＥＬ（０３）５４７９－３５３２



ｒ

曳

富 講 等糠ｉ孟碧註千葉支社
〒２６０－００２１ 千 葉 市 中 央 区 新 宿 二丁 昼３春６号 君 ０４３ （２４１） ５５９６

〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親 子時計設 備・ インタ ーホ ン設備・ 表示機設 備

技術と信頼 の

アオバ通信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹



． 節
ネッ トワ ークの相 互コ ン 物 夕、

。 Ｏ
卜 ／ み ら

Ｎ Ｔ Ｔ 特 約 販 売 店 ・ 日 立 ・ 松 下 特約 店

デ ジ タ ル 交 換 機 ・ デ ジ タ ル ボ タ ン 電 話 装 置 ・ Ｆ Ａ Ｘ ・ コ ー ド レ ス オ フ イ ス シ ス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ ィ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

㈱業工信通気電り宮
Ａ
講
…踏⑪

容（０４３）２ ２５圏１ ３１ １（大代表）

千葉市中央区院内１必ｌＦＡｘ（０４３） ２ ２ ２－１ ３ ３ ０

唖
惰祀＋過信＋累暫ト「７一〃冒トータルソリューシ目ン

情 報と通 信を顧 合してＢｔｏＢ・ＢｔｏＣのトータルネットワークソリューションを提 案します。

ｌＰソリューション
ブ ロ ー ド バ ン ド を 利 用 し た イ ン トラ ネ ット を 構 築 し、
コ ス トノ 運 用 画 か ら 総 合 的 な メリ ットを 生 み 出 し ま す 。

ＣＴＩソリューション
コ ン ビュ → と 通 慣 の 按 術 を 融 脅 し た Ｃ１「１

。
「 顔 が 見 え る

　ぬ　がお が のオにほを の めに　　させますり

公 会 計ソリューション
独 立行 政法人・特殊法 人・認 可法 人の 特有な

会計に 合わ せてベストソリューション。

保守／サポート
す べ て は ＣＳ 向 上 の た め に

、２
４時 間 対 応 の

保 守 体 制 で き め 細 か く サ ポ ー ト し 掌 す 。

ｓ。、
品
。Ｎ

、。品鳥。，

愈９呂踏焉

ｓ綻 齢 Ｎ

ｅ－ＮＥＴソリュー ション
企 叢 と 顕 客 に 求 め ら れ る ｅ ビ ジ ネ ス を 総 合 プ ロ デ

ュ ー ス 。 こ れ か ら の¢ ビ ジ ネ ス の 可 能 性 を 高 め ま す．

　 　しドメ　 を

ｓ。しＵＴＩ。Ｎ 会 福 祉 ソ リ ュ ー シ ョ ン

社会福祉決人の基本システム開範から地填 型

Ｄ◎ＣＵＭＥＮ丁
ネッ トワ ー ク 構 藁 ま で

、
トー タ ル に ソ リュ ー ショ ン しま す 。

ＳＯＬＵηＯＮ

魏際
ドキュメントソリューション
オ’フ ィ ス の 文 魯 ス タイ ル を 革 斬。 レ ス ペ ー パ ー と

コ ス ト 削 減 を コ ン サ ル テ ィン グ し ま す 。

神 田 通 信 機 株 式 会 社
本 社 ／〒１０１－００４３ 東 京 都 千 代 田 区 神 田 富 山 町２４番 地 ＴＥＬ（０３）３２５２－７７３１
千 葉 支 店 ／〒２６０－００３２ 千 葉 市 中 央 区 登 戸３丁 目３番３０号 ＴＥＬ（０４３）２４，一７８５１
事 業 所 ／ 札 幌・仙 台・ 宇 都 宮・北 関 東・ 干 葉・立 川・ 横 浜・名 古 屋・ 京 都 ・大 阪・ 福 岡

ホームへ
。
一 ジＵ Ｒ Ｌ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｄｔｃｏｊｐ

Ｌ



自動 火災報知 設備 設計・施工
各種 排 煙設 備・テ レ ビ共聴 設備・ 放送設備

その他消防設備

‘』儲■囑匿辱 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
千 葉 支 店：千葉市若葉区加曽利町９３４番地の６

ＴＥＬ Ｏ４３（２１４）５６８５・ＦＡＸ Ｏ４３（２１４）５８１７

本 社：千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４●ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

エネルキ㌔と情 報 の機 能をしなや か に力 強く

私 たち は、■ネルキ
Ｌと情 報 を伝 える 電 線、ケー

ブルの 専 門 商 社

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサービスで豊かな暮らしと

産業発展のお役に立っております

新しい世紀を拓く、藤長電気

藤長電気株式会社

東関東支店

本社

関西支店

横浜営業所

北関東営業所

千 葉市中 央区栄 町４２－１１日本 企業 会館７階
電 話 ０４３－２２３－６６３１（代 表）

東京 都干代 田区神 田小川 町１－２風雲 堂ビル３階

電 話 ０３－３２５１－２１１１（代 表）

大阪市 中央 区高麗 橋４－３－７北ビル７階

電 話 ０６－６２０９－８３７０

横 浜市 西区高 島２－１９－１２スカイビ朋７階

電 話 ０４５－４４２－０３６６

栃木県宇都宮市東宝木町野２２
電 話 ０２８－６２３－７１１１



凱 量⑳揖鷹野縛 隙饗恩　⑪歳霧禽亀
緊急事態が発生した時にワイヤレス寮送信一 一 一“１ ■ 一 ■

一 麟欝籔

毒藁タンちΨん｛ＣＲＦ魂）

駕　環 響叫

調論
．

駈
鞭

火災 警報器 や腕 時 罰型 送悟器 により、火 災や 緊一
大光 麗のフラッシュライトと 分かりやす い音 齊で

磯 響作を籐 隷締
登録 された３カ所全 てに本 体からの 蓄 声餐報 と

周じメッセージによる自動電 詣通報をし濠す。一
繍 鰍 灘

＼ 設置するときはビス止めで簡単・灘でき 菰圏■■ 一 ■■

ン
≡
聡カ

⑳

、
鈎

榊

日
齢

月々 の契約斜等 の維持費は不要 です。

』㌔〆《鱗 訥７蹴 胎社
１

、

「

本 社

４譜 予棚 艇３５ 鯨 撒 谷区 鞠 釜¶弔 趣 。３餌 働）屑５１
∈

率葉支店
『３２６２ゆ０◎３３ 峯 葉市花 見ｊｌｉ区幕…長本 鰯 １２－５２２◎４３｛２７５｝ア５７６

イ ンターネットホー ム ペ ージ ｈｔｔｐ ： 〃ＷＷＷ．ｎｌｔｔａｎ．ＣＯ期’

ＡＶ＆セキュリティシステム

一 ケ榔 濃９盤。ｍ

！携ｆｏ ｍ ａｔｉｏ ｎ

．
Ｓ ｙ ｓｔ② ｍ

ホー ル音 饗システム

オートアナウ ンスシステ ム

圃 時 通訳システム

防 災用 非 常放 送 設備

百 貨店 放送 設 備システ ム

ヘッドエンドシステム

テレビ共 聴システム

ナー スコー ルシ ステ ム

インターホンシステム

インフォメーションシステ ム

Ｅ ｄ ｕ ｃａｔｉｏ ｎ

Ｓ ｙ ｓｔｅ ｍ

ＡＶ講 義システム

ししシス テ ム

ビデ才ライブラリーシステム

校内 告 知テ レビシステ ム

テレビ会議 システム

Ｓ ｅ ｑ ｕ ｒｌｔｙ

Ｓ ｙ＄ｔＧ ｍ

監視カメラシ ステム

セン サーシステ ム

自動 通 報システム

入霊 管 理システム

＠共随 儲設株盤註
設計／施工／管理

本 社 棄京都 世田 谷区 代 沢４－１－２

〒１５５－００３２ ＴＥ：し ０３（３４１・３）５５１５（代）

ＦＡＸ Ｏ３（３４１９｝◎７８８

予葉（営｝午 葉県 子葉 竃中 央 区今 井２－１１－２７

〒２６０噛０８３４ ＴεＬ Ｏ４３（２６６》４循２０

ＦＡＸ Ｏ４３（２６６）２８４０
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護

醍
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灘
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＝
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灘
ヴ

蕪

躯

、
灘

禰

．
臨

藻

噸
コ擁り彗
辱
環

螺

、一

勲
灘

■

▲

撚

， ρ 認
一

バ ズ ーは、車道 で の高 い 照明 効 率を

確 保し、 追い 越 し車 線 でも 高 い 照 度

が侮 られ る新 道 路 灯で す。環 境保 全

に配 慮し、天 空へ の光漏れを抑えます。

また、高 圧ナトリウムランプを使用する

こと で省 工ネ ルギ ーを 推進 するなど、

高 機 能照 明 でこ れから の 時代 に ふさ

わしい 快 適な道 路環境 をつくります。

⑭ 岩崎電気株式会社
本 社：〒１０５・００１４ 鯨 都 港区 芝３－１２・４

ＴＥＬ，（０３）３４５２・５３５１（代）

干葉営 獅 ：〒２６α０８３４干葉市 中央区今 井３４４・２

ＴＥＬ（０４３）２６４ρ６３５５（代）
ＦＡＸ．（０４３）２６３噌５７６１

ｈｔｔｐ；〃ｗ ｗ ｗ．ｉｗａｓａｋＬｃｏ．ｌｐ１

電カモ＝夕一

・ｍｏｎｉｔ６ｒ
ＣＤ
ｋａｕａｍｕ伺

電気の使いすぎ奄
チェック
電気の使いす巻を

魯 輻 で お 知 ら せ。
先月との比較も
一 目 で わ か り

、

雀工ネの慧臓付けに

最 適 で す
。 鼠

４月 ５０００

３月 ６０００

＝ ２月 ７０００

使用電力■の

毎月の使用電力量を
１ ５ ヶ月 分 記 口 し て い ま す の で、

的年屋との対比など緬かな

分 祈 が 可 能 で す 。

特 に．エ ネ ル ギ ー 使 用 状 況 の

㎜ がある

懊

河村電器産業株式会社
本社 ／ 愛 知 県 瀬 戸 市 暁 町３番８６ 〒４８９－００７１

ｈ 貿 Ｐ＝
〃 … ．

ｋａ ｗ ａ ｍ ｕｒａ．ｃ ｏ．ＩＰノ

お聞い 舎わせは最寄りの支 店・営 禦所まで

東関 東支店・千葉 営桑駈

〒２６０－０８２２ 手 葉県千 葉市 中央 区蘇 我町１丁目２８２

Ｔ ＥＬ Ｏ４３－２６５－１ ２８１ Ｆ ＡＸ Ｏ４３－２６５－１ ２８３

松戸営桑所
〒２７０－２２５１ 千 葉県 松戸 市舎ケ 作～８・３２ ２０１号

ＴＥＬ Ｏ４７・７０４匿６１６０ ＦＡ Ｘ Ｏ４ ７冒７０４・６１ ５９



／

旨ｉＴＯＡ 音と映像の専門メーカー

放送設備とセキュリティシステムならＴＯＡ

ｄ閣■レｑ
旨 」 Ｔ Ｏ Ａ 株 式 会 社 羅 し 麟

、６ひ。。。１千葉市中央区都町、丁目１６番１号、第、新，本。ル１Ｆ，　　しニむ　ヨロ　ヨ　ロ　ヨ　　 　ムメ　 　 ヨコ　ヨ　　　　む　

ｈｔｔｐ：／／ｗｗ ｗ．ｔｏａ．⊂ｏｊｐ／

鴛灘蒙
一コミユ 姻 働 牲 煤ジ学≒ 一１ 、
● お 問 い 合 わ せ

シ ス テ ム 営 業 本 部

、

精
、
、
』

＼

壌

日本ビクタ罵 難：誌 轟 謡ゴ 汽，
　　　 の 　 ヨ チ 　 　 　 　 　 　 　 ひ　コお 　 ヰ ゆ チ 　 　 　 ビ ル

が ン
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日本アンテナ 株 式 舎 趾
干 葉 営 業 所
〒２６０－０８４３ 千 葉 市中 央 区 末 広２－１－１８ 君 （０４３）２６５－６４０１

■信頼の 全国 ネッ トサー ビス／２９営 業所がお応え します。
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（写 真提 供 花 見川 ・ 稲毛 土木 事 務所 長様 より）


